
Vol.144
令和４年10月号

女優／加古川観光大使

上野 樹里 さん
「鎌倉殿」ゆかりの地を歩く
栄光と「夢の跡」を訪ねて
陰謀の露と消えた武士たち

特別企画 ふるさとを語る
株式会社With The World代表取締役社長

五十嵐 駿太 さん

ひょうご若手起業家の挑戦

THE COVER NIPPONTHE COVER NIPPON

東京兵庫県人会会報

いい日になりますようにいい日になりますように Sustaina Station DaiDaiSustaina Station DaiDai



1ふるさとひょうご 144号（令和４年 10月発行）

令和4年度
第44回東京兵庫県人会

総会・交流会
～ひょうご五国　広がる五縁（ごえん）～

開 催 決 定！
2022年11月21日（月）

品川プリンスホテル
アネックスタワー５階　プリンスホール

■お申し込み・お問い合わせ
　東京兵庫県人会事務局（兵庫県東京事務所内）
　〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館13階
　TEL：03-5212-9040　FAX：03-5212-9042
　E-mail：info@hyogo-kenjinkai.jp 県人会ホームページ

　今年も恒例の、県人会最大のイベント「総会・
交流会」を開催します。
　業務スーパーを展開する（株）神戸物産の沼田
昭二元会長兼社長による講演会や県内の若手起業
家によるPRを予定しています。
　交流会では、県人会活動のPRや福引抽選会など
の催しをご用意しています。
　お誘い合わせの上、ぜひご参加いただきますよ
う、心からお待ちしいます。
※�新型コロナウイルスの感染状況によっては、内容変更や
開催を中止する場合があります。

県内市町をはじめ、多くの企業関係の皆様からご提供いた
だいた、神戸牛やホテル宿泊券など、兵庫ゆかりの豪華賞
品が当たる大抽選会を今年も実施します。

福引抽選会

新企画
新たな試みとして、兵庫県内
の若手起業家によるPRを企画
しています！
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「兵庫-HYOGO-Nipponと暮らす」と題し、東京都心にあるセレクトショップ（３店舗）において、職人による手
仕事で一つ一つ時間をかけて作られる兵庫ならではの工芸品、県産の銘茶、県内各地の食材等を使った加工食品
を販売します。

【販売時期】令和４年７月15日（金）～令和５年１月31日（火）
【販売場所】工 芸 品 ：THE COVER NIPPON（港区赤坂９-７－３ 東京ミッドタウンガレリア３Ｆ）
　　　　　 茶・茶器 ：いい日になりますように（千代田区内幸町１-１-１ 帝国ホテル１Ｆ）
　　　　　 食    品：Sustaina Station DaiDai※（千代田区有楽町１-12- １ 新有楽町ビルB１F）
　　　　　 　　　　　(※７/15～８/５、９/５～９/22、11/１～11/18、１月も実施予定(日程不定)、土日祝を除く)
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「
鎌
倉
殿
」ゆ
か
り
の

地
を
歩
く

栄
光
と「
夢
の
跡
」を

訪
ね
て

陰
謀
の
露
と
消
え
た
武
士
た
ち

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
影
響
で
、
源

頼
朝
が
開
い
た
鎌
倉
幕
府
や
そ
の
時
代
、
ゆ
か
り
の
場
所
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
武
家
政
権
で
「
御
恩
と

奉
公
」
を
ベ
ー
ス
と
す
る
御
家
人
制
に
な
り
、
頼
朝
の
死
後

は
13
人
の
宿
老（
し
ゅ
く
ろ
う
）に
よ
る
合
議
制
を
採
っ
た
が
、

反
乱
や
陰
謀
、
粛
清
も
多
か
っ
た
。
当
時
の
争
い
や
弔
い
の

痕
跡
が
残
る
場
所
は
、
鎌
倉
を
は
じ
め
、
伊
豆
方
面
な
ど
に

多
く
点
在
す
る
。
ま
た
、
源
平
を
巡
っ
て
、
兵
庫
で
は
一
の

谷
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
神
戸
市
須
磨
区
の
須
磨
寺
が
有
名

だ
が
、
川
西
市
に
は
清
和
源
氏
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
多
田
神

社
も
あ
る
。「
鎌
倉
殿
」
を
手
が
か
り
に
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
て
み
た
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長　

小
西
博
美
）
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都
市
整
備
進
め
た
鎌
倉
幕
府

夫
婦
愛
の
証
し
あ
ち
こ
ち
に

　

由
比
ガ
浜
か
ら
ま
ち
の
中
心
部
を
貫
く

若
宮
大
路
を
歩
く
と
鶴
岡
八
幡
宮
に
行
き

当
た
る
。
鶴
岡
八
幡
宮
は
１
０
６
３
年
に

源
頼
義
が
奥
州
を
平
定
後
、
鎌
倉
に
帰
っ

て
源
氏
の
氏
神
を
ま
つ
っ
た
の
が
最
初

だ
。
そ
の
後
、
源
頼
朝
が
現
在
の
場
所
に

移
し
た
。
若
宮
大
路
は
当
時
、
遠
来
の
客

や
品
物
が
降
ろ
さ
れ
た
港
方
面
か
ら
ま
っ

す
ぐ
続
い
て
お
り
、
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心

に
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

現
在
の
本
殿
は
１
８
２
８
年
に
11
代
将

軍
徳
川
家
斉
が
造
ら
せ
た
も
の
で
代
表
的

な
江
戸
建
築
。
上
下
宮
と
も
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

若
宮
大
路
を
歩
く
と
二
ノ
鳥
居
が
あ

る
。
そ
の
中
央
に
は
一
段
高
く
な
っ
た

「
段
葛
（
だ
ん
か
ず
ら
）」
と
呼
ば
れ
る
参

道
が
伸
び
る
。
頼
朝
が
妻
北
条
政
子
の
安

産
を
願
い
造
っ
た
と
い
う
。
夏
は
緑
が
美

し
く
、
つ
か
の
間
涼
を
感
じ
る
。
春
は
桜

や
つ
つ
じ
が
満
開
に
な
り
花
の
ト
ン
ネ
ル

に
。
ま
た
、
源
氏
池
に
は
「
政
子
石
」
と

呼
ば
れ
る
夫
婦
円
満
の
祈
願
石
も
あ
り
、

頼
朝
と
政
子
の
夫
婦
愛
を
感
じ
さ
せ
る
場

所
が
各
所
に
残
る
。

し
た
頼
朝
は
、
こ
の
景
色
に
何
を
感
じ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

境
内
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
の
た
め
の

大
河
ド
ラ
マ
館
や
鎌
倉
国
宝
館
が
あ
る
。
大

河
ド
ラ
マ
館
は
鎌
倉
文
華
館 

鶴
岡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
か
れ
て
お
り
、
衣
装
や
小
道

具
の
ほ
か
、
鎌
倉
幕
府
の
内
部
を
再
現
し

た
ジ
オ
ラ
マ
も
あ
る
。
出
演
者
の
サ
イ
ン

色
紙
な
ど
も
展
示
す
る
。

　

鎌
倉
国
宝
館
で
は
、「
北
条
義
時
と
そ

の
時
代
」
展
を
展
開
中
。
私
が
訪
問
し
た

時
に
は
、
甲
斐
善
光
寺
か
ら
借
り
受
け
た

「
源
頼
朝
坐
像
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
確
実
な
頼

朝
の
肖
像
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
10
月
23

日
ま
で
開
催
中
の
企
画
「
義
時
と
実
朝
・

静
御
前
の
舞
由
来
の
「
舞
殿
」

国
宝
館
な
ど
で
北
条
氏
ら
紹
介

　

境
内
に
入
り
、
重
厚
な
花
崗
岩
で
造
ら

れ
た
、
手
水
（
ち
ょ
う
ず
）
鉢
を
左
手
に

さ
ら
に
進
む
と
立
派
な
舞
殿
が
あ
る
。
か

つ
て
頼
朝
の
弟
義
経
の
愛
人
、
静
御
前
が

舞
っ
た
と
さ
れ
る
若
宮
の
回
廊
跡
に
建
て

ら
れ
た
。
朱
色
が
目
に
も
鮮
や
か
で
、
青

い
空
に
映
え
る
。
頼
朝
と
義
経
が
仲
違
い

し
、
静
は
義
経
と
逃
避
行
し
て
い
た
が
、

静
だ
け
が
捕
ま
っ
て
鎌
倉
へ
連
れ
て
こ
ら

れ
た
。
頼
朝
と
政
子
が
鶴
岡
八
幡
宮
に
参

拝
し
た
際
に
静
の
舞
を
望
み
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
皆
、
水
を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま

り
か
え
っ
た
と
い
う
。

　

真
夏
の
日
差
し
を
浴
び
、
本
宮
へ
続
く

大
石
段
を
上
る
。
な
か
な
か
の
急
勾
配

だ
。
上
り
切
る
と
国
重
要
文
化
財
の
重
厚

な
建
物
が
構
え
て
い
る
。
振
り
返
れ
ば
遠

く
に
鎌
倉
の
美
し
い
町
並
み
が
広
が
る
。

征
夷
大
将
軍
と
い
う
絶
大
な
権
力
を
手
に

源頼朝が北条政子の安産を願い造らせた段葛

静御前が舞ったとされる若宮
回廊跡に建てられた鶴岡八幡
宮の舞殿

印象的な大河ドラマ館の入り口
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独
自
の
ス
タ
ン
プ
紋
の
よ
う
な
柄
の
食
器

が
出
た
ほ
か
、
大
陸
か
ら
直
接
輸
入
す
る

な
ど
各
地
か
ら
製
品
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
独
自
の
文
化
が
発
展
し
た
」。
今
後

も
北
条
義
時
に
ま
つ
わ
る
企
画
展
を
開
催

す
る
予
定
だ
。

花
が
絶
え
な
い
頼
朝
の
墓

義
時
の
法
華
堂
途
絶
え

　

強
大
な
権
力
を
手
に
し
た
頼
朝
だ
が

１
１
９
８
年
12
月
に
相
模
川
の
橋
供
養
に
出

か
け
た
帰
り
に
落
馬
し
翌
年
１
月
、
53
歳
で

亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
自

身
の
持
仏
堂
に
葬
ら
れ
、
法
華
堂
と
呼
ば
れ

た
。
現
在
の
墓
は
島
津
藩
主
・
島
津
重
豪
が

整
備
し
た
と
さ
れ
る
。
階
段
を
上
っ
た
先
に

ほ
っ
そ
り
と
し
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
、
花
も

供
え
ら
れ
て
い
た
。

　

鎌
倉
幕
府
第
２
代
執
権
で
、
頼
朝
に
よ
る

鎌
倉
幕
府
の
開
創
を
助
け
、
大
河
ド
ラ
マ
主

頼
経
」
で
は
、「
源
実
朝
坐
像
」（
甲
斐
善

光
寺
）
や
「
藤
原
頼
経
坐
像
」（
明
王
院
）

が
展
示
さ
れ
る
予
定
。

　

鎌
倉
駅
を
挟
ん
で
西
側
に
あ
る
鎌
倉
歴

史
文
化
交
流
館
は
、
鎌
倉
の
歴
史
や
文
化

的
遺
産
を
学
べ
る
博
物
館
だ
。
ど
こ
を

掘
っ
て
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
出
土
す
る

と
い
う
こ
の
地
域
。
し
か
し
「
天
平
五
年
」

（
７
３
３
年
）
と
書
か
れ
た
奈
良
時
代
の

木
簡
や
役
所
跡
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、「
鎌

倉
は
頼
朝
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
学
芸
員
の
大
澤
泉
さ
ん
（
41
）
は
説
明

す
る
。

　

さ
ら
に
、
武
士
の
世
だ
か
ら
と
い
っ
て

戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。「
当
初
は
朝
廷
が
あ
っ
た
京
都
の
影

響
を
受
け
て
い
た
が
、
中
期
以
降
、
鎌
倉

人
公
と
な
っ
た
義
時
の
墓
も
近
く
に
あ
る
。

１
２
２
４
年
に
62
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
同

幕
府
の
歴
史
書
「
吾
妻
鏡
」
に
よ
る
と
、
頼

朝
法
華
堂
の
東
の
山
上
を
墓
と
し
、
そ
こ
に

新
た
な
法
華
堂
を
建
て
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
２
０
０
５
年
の
発
掘
調
査
で
は
８・
４

メ
ー
ト
ル
四
方
の
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
記
述
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
義
時

の
法
華
堂
は
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
に
は
途
絶

え
、
今
は
草
む
ら
が
残
る
だ
け
。
頼
朝
の
死

後
、
次
第
に
非
情
な
面
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
く
義
時
。
そ
の
夢
の
跡
を
見
る
よ
う
だ
。

武
士
団
発
祥
の
地
、
多
田

ハ
ス
の
花
に
心
癒
や
さ
れ

　

８
月
下
旬
、
清
和
源
氏
発
祥
の
地
と
し

て
知
ら
れ
る
兵
庫
県
川
西
市
の
多
田
神
社

に
燈
火
が
飾
ら
れ
た
。
源
満
仲
の
命
日
に

合
わ
せ
萬
灯
会
（
ま
ん
と
う
え
）
が
行
わ

れ
、
夜
の
と
ば
り
が
降
り
る
境
内
を
照
ら

し
た
。

　

同
神
社
は
９
７
０
年
、
第
56
代
清
和
天

皇
の
ひ
孫
に
あ
た
る
源
満
仲
が
創
建
。
満

仲
を
は
じ
め
頼
光
、
頼
信
、
頼
義
、
義
家

の
５
公
を
ま
つ
る
。
満
仲
は
清
和
源
氏
の

源頼朝の墓所

北条義時の法華堂があった場所

源氏発祥の地で、源満仲らをまつる多田神社

鎌倉で見つかった出土品が並ぶ鎌倉歴史文化交流館

多田神社の前にある猪名川にかかる御社橋
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伝
わ
る
木
彫
り
の
大
き
な
面
だ
。
頼
家
が

幽
閉
さ
れ
た
翌
年
、
13
人
の
部
下
と
、
武

芸
に
優
れ
た
頼
家
を
刀
で
打
つ
の
が
難
し

く
、
鎌
倉
か
ら
の
追
っ
手
は
湯
船
に
大
量

の
漆
を
流
し
込
ん
だ
。
知
ら
ず
に
入
っ
た

頼
家
は
顔
も
体
も
か
ぶ
れ
、
醜
く
変
わ
り

果
て
た
姿
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
面
作
り
が
、
親
の

無
分
別
な
争
い
で
、
か
わ
い
い
子
ど
も
が

こ
ん
な
哀
れ
な
姿
に
な
っ
て
死
ん
だ
と
い

う
皮
肉
を
込
め
て
北
条
政
子
に
見
せ
よ
う

と
彫
っ
た
面
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

面
は
復
元
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ほ
な
ど

が
ボ
コ
ボ
コ
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
鬼
か
老

人
の
よ
う
な
面
相
で
、
苦
悩
が
に
じ
み
出

て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
史
実
を
基
に
し
た「
修

禅
寺
物
語
」
は
１
９
０
８
年
、
作

家
岡
本
綺
堂
氏
が
修
禅
寺
を
訪
れ

た
際
に
著
し
11
年
、
二
代
目
市
川

左
団
次
が
演
じ
人
気
を
博
し
た
。

私
が
見
た
の
は
東
京
歌
舞
伎
座
で

２
０
１
４
年
、
中
車
が
面
作
師
夜

叉
王
を
演
じ
た
歌
舞
伎
で
、
面
作

師
の
職
人
肌
が
際
立
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
１
１
９
４
年
に
源
範
頼

は
兄
頼
朝
に
疑
い
を
か
け
ら
れ
、

梶
原
景
時
に
襲
わ
れ
て
や
は
り
同

寺
で
果
て
た
。
い
ず
れ
の
墓
も
近

く
に
あ
る
。
頼
家
に
つ
い
て
は
、

基
礎
を
築
い
た
。
頼
光
は
摂
津
源
氏
の

祖
、
頼
信
は
河
内
源
氏
の
祖
と
な
り
、
そ

の
子
頼
義
と
孫
の
義
家
は
「
前
九
年
の
役
」

「
後
三
年
の
役
」
で
活
躍
し
奥
羽
の
豪
族

を
制
し
た
。
そ
の
子
孫
が
後
に
鎌
倉
幕
府

を
開
い
た
源
頼
朝
に
あ
た
り
、
源
氏
と
武

士
団
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
。
禰
宜
（
ね

ぎ
）
の
齋
木
竜
也
さ
ん
（
57
）
は
「
武
士

と
い
え
ば
東
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
京

の
都
か
ら
派
生
し
て
こ
こ
に
館
を
構
え
武

士
団
出
生
の
地
と
な
っ
た
」
と
話
す
。

母
政
子
が
指
月
殿
と
い
う
釈
迦
堂
を
建
立

し
て
弔
っ
た
。
こ
の
地
を
訪
れ
た
正
岡
子

規
は
「
…
こ
の
里
に
哀
し
き
も
の
の
二
つ

あ
り
頼
家
の
墓
と
範
頼
の
墓
と
」
と
詠

み
、
身
内
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
露

と
消
え
た
武
者
た
ち
を
悼
ん
だ
。
修
善
寺

温
泉
に
は
癒
や
し
の
湯
と
と
も
に
歴
史
の

非
情
さ
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
近
く
の
村
か
ら
は
炭
酸
水
が

出
て
、
後
に
「
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
」
が
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。
神
社
前
の
猪
名
川

に
か
か
る
「
御
社
橋
」
や
、
境
内
に
向
か

う
立
派
な
石
段
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の

本
殿
や
拝
殿
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

　

近
く
に
は
、
満
仲
の
妻
法
如
尼
の
発
願

で
建
て
ら
れ
た
賴
光
寺
も
あ
る
。
別
名
あ

じ
さ
い
寺
と
も
呼
ば
れ
、
６
月
に
は
ブ

ル
ー
、
紫
、
ピ
ン
ク
の
花
々
が
境
内
を
埋

め
る
。
こ
の
日
は
、
雨
模
様
の
中
、
ハ
ス

の
花
が
り
ん
と
咲
い
て
い
た
。

子
規
「
こ
の
里
に
哀
し
き
も
の
二
つ
」

頼
家
最
期
の
地
、
修
禅
寺

　

最
後
に
頼
朝
の
息
子
で
鎌
倉
幕
府
二
代

将
軍
と
な
っ
た
源
頼
家
が
幽
閉
さ
れ
、
23

歳
の
若
さ
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
修
禅
寺

を
訪
ね
た
。
三
島
か
ら
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿

豆
線
に
揺
ら
れ
る
こ
と
30
分
余
で
修
善
寺

駅
に
着
く
。
さ
ら
に
10
分
ほ
ど
バ
ス
に

乗
っ
て
修
善
寺
温
泉
へ
。
赤
い
橋
が
か
か

る
川
を
目
指
す
。
青
空
へ
向
か
う
よ
う
な

階
段
を
上
る
と
、
緑
に
囲
ま
れ
た
本
堂
が

姿
を
現
す
。
秋
は
紅
葉
が
美
し
い
。

　

修
禅
寺
で
ど
う
し
て
も
見
た
い
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
宝
物
館
に
あ
り
、
寺
に

源頼家が幽閉され、非業の死を遂げた修禅寺
「修禅寺物語」のテーマとなった
お面（修禅寺所蔵）

あじさい寺としても有名な賴光寺賴光寺境内で咲いていたハスの花
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あ
っ
て
、
小
さ
い
自
分
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

持
っ
て
、
人
混
み
の
中
を
歩
く
の
に
苦
労
し

た
こ
と
も
。

　

昔
な
が
ら
の
催
し
を
た
く
さ
ん
体
験
で
き
、

と
て
も
よ
い
幼
少
期
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま

す
。

■
女
優
へ
の
き
っ
か
け

　

小
学
生
の
頃
か
ら
、
勉
強
よ
り
文
化
祭
の

よ
う
な
催
し
物
が
好
き
で
、
ア
イ
ド
ル
の
も

の
ま
ね
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

周
り
は
塾
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
学
校
以
外

で
も
勉
強
を
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
雰
囲
気
に
。
私
は
、
中
学
、
高
校
と
猛
勉

強
し
て
大
学
に
進
学
し
、
卒
業
後
は
Ｏ
Ｌ
に

な
る
と
い
う
自
分
の
姿
が
想
像
で
き
な
く
て
。

自
分
は
お
決
ま
り
の
枠
か
ら
ど
こ
か
で
抜
け

だ
さ
な
き
ゃ
と
小
６
の
頃
に
思
い
、
試
し
に

モ
デ
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
、
あ
る
人
の
目
に
と
ま
り
、
モ
デ
ル
事

務
所
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
東
京
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
Ｃ
Ｍ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
に
行
く

よ
う
に
な
り
、
次
第
に
ド
ラ
マ
や
映
画
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
や
朝
ド
ラ
の
「
て

■
ふ
る
さ
と
の
思
い
出

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
加
古
川
市
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
生
粋
の
加
古
川
生
ま
れ
、
加
古

川
育
ち
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
家
族
み
ん
な
で
Ｊ
Ｒ
加

古
川
駅
前
の
寺
家
町
商
店
街
の
土
曜
夜
市
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
き
ま
し
た
ね
。
見
え
る

景
色
と
い
う
と
、
大
人
が
ひ
し
め
き
合
っ
て

い
て
、
食
べ
て
い
る
も
の
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
前
に
進
む
の
が
大
変
な
く
ら
い
。
と
て

も
活
気
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

鬼
の
お
へ
そ
に
ボ
ー
ル
を
当
て
る
と
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
１
個
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム
が

ふるさとを語る
日本の縮図と言われる兵庫県は、
多彩な人材を輩出しています。
今回は、映画、ドラマなどで活躍中の
上野 樹里さんにお話を伺いました。

〈プロフィール〉

1986年、兵庫県加古川市生まれ。
2002年に女優としてデビュー。「てるてる家族」、「ス
ウィングガールズ」、「のだめカンタービレ」、「江～姫
たちの戦国～」、「監察医 朝顔」など、数々の作品に
出演し、活躍中。
2021年12月から加古川観光大使に就任。

女
優
／
加
古
川
観
光
大
使

上
野 

樹
里

う
え

じ
ゅ

の

り

さ
ん

7ふるさとひょうご144号（令和４年10月発行）



■
県
人
会
の
皆
さ
ま
へ

　

東
京
で
兵
庫
県
ゆ
か
り
の
方
が
集
ま
っ
て

い
る
会
が
あ
る
こ
と
を
、
今
回
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
で
兵
庫
県
の
お
酒
を
く
み
交
わ

し
て
い
る
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
見
し

ま
し
た
。
き
っ
と
関
西
弁
で
、
そ
れ
ま
で
の

苦
労
や
い
ろ
ん
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
き
た

歴
史
を
語
り
合
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と

思
っ
た
ら
、
私
も
し
み
じ
み
、
ほ
の
ぼ
の
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
が
幸
せ
に
元
気
で

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

る
て
る
家
族
」
な
ど
の
出
演
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
務
所
に
所
属
し
な
が
ら
、
女
優

の
仕
事
を
複
数
こ
な
し
て
い
た
の
で
す
が
、

当
時
の
事
務
所
の
社
長
か
ら
「
モ
デ
ル
事
務

所
だ
と
、
役
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
一
生

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
続
け
る
こ
と
が
必

要
。
俳
優
業
の
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
事
務
所

の
方
が
、
女
優
の
仕
事
を
し
や
す
い
よ
」
と
。

結
果
、
そ
の
時
共
演
し
て
い
た
俳
優
、
岸
谷

五
朗
さ
ん
の
所
属
事
務
所
の
方
と
私
が
い
た

事
務
所
の
社
長
が
話
を
し
て
、
モ
デ
ル
事
務

所
ご
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
女
優
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
し
、
本
を
読
む
の
も
苦
手
で
し
た
。

で
も
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
ひ
と
の
役
に

立
と
う
と
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
、

女
優
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■�

加
古
川
観
光
大
使
に
就
任

　
「
奈
緒
子
」
と
い
う
駅
伝
の
映
画
が
再
上

映
さ
れ
た
時
に
、
自
分
が
陸
上
部
だ
っ
た
頃

に
利
用
し
た
加
古
川
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

な
ど
を
調
べ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら

当
時
の
こ
と
が
懐
か
し
く
な
っ
て
、
加
古
川

市
のY

ouT
ube

を
見
始
め
た
り
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
加
古
川
観
光
協
会
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
。
そ
れ
が
伝
わ
っ
て
、
観

光
協
会
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
私
か
ら
観
光
協
会
に
電

話
を
し
ま
し
た
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
や
り
と
り
し
て
も
、
結
局
、
電
話
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
。
か
け
て
み
た
ら
そ
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
っ
た
職
員

さ
ん
が
、
最
初
に
出
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
！

　

す
ぐ
に
観
光
大
使
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

話
が
進
ん
で
、
委
嘱
式
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
な
ら
前
乗
り
で
加
古
川
の
懐
か
し

い
風
景
に
一
回
浸
っ
て
、
思
い
を
馳
せ
る
時

間
も
取
り
た
い
な
ぁ
と
。
東
京
か
ら
来
て
、

取
っ
て
つ
け
た
み
た
い
に
委
嘱
式
だ
け
を
す

る
よ
り
も
、
前
乗
り
し
て
加
古
川
の
街
を
感

じ
て
か
ら
、
委
嘱
式
に
臨
み
た
い
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

自
転
車
で
市
内
を
駆
け
回
っ
て
、
駅
前
の

ベ
ル
デ
モ
ー
ル
商
店
街
や
母
校
の
加
古
川
小

学
校
を
訪
れ
た
り
、
自
分
が
育
っ
た
界
隈
を

見
た
り
し
ま
し
た
。
鶴
林
寺
へ
も
行
き
、
か

つ
め
し
を
食
べ
に
も
行
っ
て
、
と
て
も
堪
能

で
き
ま
し
た
。

■
加
古
川
の
お
す
す
め

　
「
き
む
ら
コ
ロ
ッ
ケ
」
と
い
う
、
と
て
も

お
い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
お

肉
屋
さ
ん
の
ラ
ー
ド
で
上
げ
た
コ
ロ
ッ
ケ
で
、

す
ご
く
衣
が
カ
リ
カ
リ
で
、
も
う
食
べ
た
ら

止
ま
ら
な
い
ん
で
す
。
か
つ
め
し
の
後
を
追

う
よ
う
に
、
加
古
川
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
も

入
っ
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
す
。

　

私
が
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
お
店
は
、
金
剛

寺
浦
公
園
の
近
く
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ッ
ケ
を

買
っ
た
ら
公
園
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
冷
凍
で
買
っ
て
東
京
の
家
で
揚
げ
て
食

べ
た
い
く
ら
い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
お
店
で

ラ
ー
ド
を
使
っ
て
揚
げ
る
か
ら
お
い
し
い
の

だ
と
思
い
ま
す
！

　

あ
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
加
古
川
の
街
で
い
た

だ
く
し
か
な
い
で
す
ね
。
委
嘱
式
の
前
乗
り

で
も
食
べ
ま
し
た
（
笑
）
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ふ
る

題

話
の
と
さ

兵庫県
広報広聴課
より

　来年、2023年７月～９月の『兵庫デスティネーション
キャンペーン』に先駆けて、本年７月～９月に『兵庫デ
スティネーションキャンペーン プレキャンペーン（以
下プレＤＣ）』が「兵庫テロワール旅―私の感動、その
先へ。―」をキャッチコピーに開催されました。

▪「テロワール」とは？
　フランス語で「土地の個性」を意味する言葉であり、
主にワインの世界において、その味や性質を左右するブ
ドウ畑の土壌や気候、職人の技術などとりまく環境を表
す言葉として使われています。

▪「兵庫テロワール旅」とは？
　日本海、瀬戸内海に中国山地、個性豊かな島々……多
彩な風土に恵まれた兵庫県。その中で世界が感嘆する食
材や文化が生まれ、受け継がれてきました。全国各地の
ブランド牛のルーツである但馬牛や酒米の王者と称され

▪ プレＤＣの主なもの
▶「WEST EXPRESS 銀河」（大阪－城崎温泉間）
▶ 神戸―淡路島間の特別クルーズ
▶ 但馬牛希少部位食べ比べ

▶ オリジナルそろばん製作体験（播州そろばんなど）
▶ 姫路城の世界文化遺産･国宝特別公開
▶ 丹波杜氏の酒と丹波の味覚を味わう

兵庫県景観形成重要建造物登録の酒蔵見学
（丹波杜氏発祥の地での酒蔵見学と利き酒体験）

WEST EXPRESS銀河
（2022年７月１日（金）～３日（日）計６本運行）

る山田錦。そして伊弉諾（いざなぎ）、伊弉冉（いざなみ）の神が日本列島の中で最初に創ったとされ
る淡路島（「国生みの島」の日本遺産）。
　各地域に根差した食や文化を味わい楽しみ、それらが生まれたルーツや背景を探り、受け継いできた
人の想いや技術に触れる。そして大地の恵みへの感謝を実感する旅。それが“兵庫テロワール旅”です。
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❖
開
催
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（
抜
粋
）

　
主
会
場
で
あ
る
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

経
験
と
教
訓
を
国
内
外
に
発
信
す
る
災

害
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、
研
究
拠
点

で
す
。
今
年
、
開
設
か
ら
20
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
震
災

か
ら
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。「
創
造
的
復
興
」
の
歩
み
を

し
っ
か
り
と
継
承
し
、
次
な
る
災
害
に

活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
や
地
域
な
ど
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
。
本
大
会
が
、
そ
の
よ
う
な

「
災
害
文
化
」
の
さ
ら
な
る
定
着
の
機

会
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

�

兵
庫
県
知
事　
齋
藤　
元
彦

　

開
館
20
年
を
迎
え
た
「
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
」
を
主
会
場
に
し
て
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
な
ど
で
得
た
先
進
的
な
知
見

を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
に
、
近
畿
で
初

め
て
と
な
る
「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
（
防

災
推
進
国
民
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

❖
開
催
期
間
・
場
所

　

10
月
22
日
（
土
）、
23
日
（
日
）

　

神
戸
市
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
国

際
協
力
機
構
関
西
セ
ン
タ
ー
、
な
ぎ
さ
公

園
等
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
実
施

❖
「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」
と
は
？

　

災
害
時
に
命
を
守
る
た
め
に
は
、
官
民

の
様
々
な
主
体
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
官
民
の
様
々
な
主
体
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
我
が
国
全
体
の
防
災
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
内
閣
府
等

の
主
催
に
よ
り
２
０
１
６
年
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
る
国
内
最
大
級
の
防
災
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

期
間
中
に
は
、
地
震
や
津
波
と
い
っ
た

大
規
模
災
害
に
備
え
、
避
難
の
大
切
さ
や

防
災
意
識
を
根
付
か
せ
よ
う
と
行
政
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
ブ
ー
ス
展
示
や
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
催
さ
れ
、

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
防
災
に
つ
い
て
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❖
大
会
テ
ー
マ

　
未
来
に
つ
な
ぐ
災
害
の
経
験
と
教
訓

～
忘
れ
な
い
、
伝
え
る
、
活
か
す
、
備
え

る
～

　

７
回
目
と
な
る「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」

は
、「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
と
す
る
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
か
ら
、「
未
来
に

つ
な
ぐ
災
害
の
経
験
と
教
訓
～
忘
れ
な
い
、

伝
え
る
、
活
か
す
、
備
え
る
～
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日

頃
か
ら
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
重
要
な
機
会
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
27
年
が
経
ち

ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
た
く

さ
ん
の
大
切
な
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
が
、

主会場である
『人と防災未来センター』

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
２

同
時
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
も

呼
ば
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
や
、
行

政
に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、

さ
ら
に
は
地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の

防
災
政
策
の
大
き
な
転
換
点
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

近
年
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て

お
り
、
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都

直
下
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
、
各
地

で
相
次
ぐ
災
害
の
経
験
と
教
訓
を
、
決
し

て
「
忘
れ
る
こ
と
な
く
」、
次
世
代
に
「
伝

え
」、
防
災
・
減
災
に
も
っ
と
「
活
か
し
」、

次
の
災
害
に
「
備
え
る
」
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
も
災
害
に

遭
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
災
害
を
「
自
分

事
」
と
し
て
捉
え
、
日
頃
か
ら
の
防
災
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
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▪
大
会
テ
ー
マ

　
「
広
げ
よ
う　

碧あ
お

く
豊
か
な　

海

づ
く
り
」

▪
大
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

　
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
碧
い
海
」

　

川
西
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
・
植
村
花
菜
さ
ん
が
作
詞

作
曲

▪
開
催
日
時
・
場
所

　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　

明
石
市
立
市
民
会
館
・
明
石
港
ベ

ラ
ン
ダ
護
岸
・
県
立
明
石
公
園

　

※
こ
の
ほ
か
、
県
内
３
カ
所
（
姫

路〈
妻
鹿
漁
港
〉･

但
馬〈
浜
坂
漁
港
〉

･

淡
路
〈
道
の
駅
あ
わ
じ
〉）
に
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
を
設
置

▪
行
事
内
容

①　

式
典
行
事

②　

海
上
歓
迎
・
放
流
行
事

③　

関
連
行
事

◦
豊
か
な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
２

◦
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

▪
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

と
は
？

　
「
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海

や
河
川
・
湖
沼
の
環
境
保
全
の
大
切

さ
を
広
く
国
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を
通
じ

て
、
水
産
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
56
年
の
第
１

回
大
会
以
来
、
毎
年
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
国
民
的
行
事
で
す
。

農業者と漁業者の協働に
よるため池の「かいぼり」

▪
全
国
初
の
２
度
目
と
な
る
兵
庫
大

会
開
催
！

　

本
県
で
は
昭
和
57
年
７
月
に
城
崎

郡
香
住
町
（
現
：
美
方
郡
香
美
町
）

に
お
い
て
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
当
時
）
を
お
迎
え
し
、「
第
２
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

以
後
、
県
内
各
地
で
放
流
種
苗
に

か
か
る
生
産
施
設
の
整
備
や
種
苗
育

成
・
放
流
技
術
の
向
上
に
努
め
、
栽

培
漁
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
稚

魚
育
成
の
た
め
の
漁
場
整
備
、
さ
ら

に
は
漁
業
者
自
ら
に
よ
る
資
源
管
理

の
実
践
な
ど
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に

向
け
た
多
岐
に
わ
た
る
取
組
を
推
進

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
か
で
も
、

底
び
き
網
漁
業
者
が
、
混
獲
し
た
小

型
魚
を
再
放
流
す
る「
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

シ
ュ
運
動
」
や
、
漁
業
者
が
中
心
に

な
っ
て
抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
保
護
運
動
を

行
う
「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」
は
、

漁
業
者
自
ら
が
資
源
管
理
型
漁
業
に

取
り
組
む
先
駆
的
な
活
動
と
し
て
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
、
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。

　

昨
今
の
環
境
の
変
化
を
受
け
、
本

県
で
は
、
海
へ
豊
か
な
栄
養
分
を
供

給
す
る
た
め
の
漁
業
者
の
森
づ
く
り
、

農
業
者
等
と
連
携
し
た
た
め
池
の
か

い
ぼ
り
（
池
干
し
）、
さ
ら
に
、
生

物
の
生
息
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

浅
場
の
造
成
や
海
底
耕こ
う
う
ん耘

な
ど
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
、
四
季

折
々
の
豊
か
な
水
産
物
が
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
、

漁
業
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
県
民
が

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

を
再
び
兵
庫
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
海
の
創
出
に
取
り
組
む

本
県
の
姿
を
全
国
に
発
信
し
、
そ
の

取
組
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
全
国
の

水
産
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
産
関
係
施
設
や
漁
村
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
27
年
を
迎
え
、
全

国
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
支
援
に
対

す
る
感
謝
と
、
復
興
を
成
し
遂
げ
た

そ
の
経
験
・
教
訓
を
、
未
来
に
わ

た
っ
て
伝
え
続
け
る
姿
を
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
と
し
ま
す
。
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明石海峡で操業する船びき網漁船

▪
基
本
理
念

　

豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
兵
庫

県
の
取
組
を
積
極
的
に
発
信
し
、
全

国
各
地
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
本

県
が
目
指
す
豊
か
な
海
の
創
出
に
向

け
、
そ
の
取
組
を
一
層
確
実
な
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、
海
の
恵
み
を
将

来
に
渡
り
享
受
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
で
水
揚
げ
さ
れ

る
水
産
物
を
は
じ
め
、
本
県
の
多
彩

な
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
水
産

業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

▪
大
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

大
会
専
用
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
デ
ザ
イ

ン
を
着
用
し
た
、
兵
庫
県
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ば
タ
ン
」
が

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

▪
兵
庫
県
の
特
色

　

兵
庫
県
は
日
本
の
縮
図
と
い
わ
れ
、

北
は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
、
太

平
洋
に
続
く
紀
伊
水
道
の
３
つ
の
海

に
面
し
て
い
ま
す
。
中
央
部
に
は
中

国
山
地
が
東
西
に
横
た
わ
り
、
山
地
、

平
野
、
島
々
な
ど
広
大
で
変
化
に
富

ん
だ
地
形
に
加
え
、
降
雪
、
温
暖
と

い
っ
た
様
々
な
気
候
が
存
在
す
る
な

ど
、
多
様
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
を
構
成
す
る
摂
津

（
神
戸
・
阪
神
）、
播
磨
、
但
馬
、
丹

波
、
淡
路
と
い
っ
た
５
つ
の
地
域
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
特
色

あ
る
固
有
の
風
土
、
文
化
を
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
多
彩

な
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

▪
兵
庫
県
の
水
産
業

　

兵
庫
県
で
は
海
域
の
特
性
に
応
じ

た
様
々
な
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
で
は
、
沖
合
底
び
き
網
な
ど

の
沖
合
漁
業
を
主
体
に
、
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
な
ど
を
水
揚
げ
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
船
び
き

網
や
小
型
底
び
き
網
な
ど
の
漁
船
漁

業
を
主
体
に
、
イ
カ
ナ
ゴ
や
シ
ラ
ス
、

マ
ダ
コ
、
マ
ダ
イ
な
ど
を
水
揚
げ
し
、

ま
た
ノ
リ
や
ワ
カ
メ
、
カ
キ
な
ど
の

養
殖
業
も
盛
ん
で
す
。

　

本
県
の
漁
業
生
産
量
は
全
国
で
10

位
前
後
、
近
畿
６
府
県
の
約
７
割
を

占
め
て
お
り
、
京
阪
神
等
へ
水
産
物

を
供
給
す
る
重
要
な
生
産
基
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
漁
業
を

将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
行
え
る
よ

う
、
資
源
管
理
や
漁
場
改
善
の
ほ
か
、

稚
魚
放
流
に
よ
る
栽
培
漁
業
や
生
産

性
の
高
い
漁
場
整
備
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

内
水
面
漁
業
は
水
産
物
の
供
給
だ

け
で
な
く
、
釣
り
な
ど
を
通
じ
た
自

然
と
親
し
む
機
会
の
提
供
な
ど
、
県

民
生
活
の
豊
か
さ
を
創
出
す
る
多
面

的
な
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
水
産
動

植
物
の
増
殖
や
漁
場
環
境
を
保
全
・

管
理
す
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
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ふるさと情報便

と
代
替
食
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に

は
食
育
テ
ラ
ス
や
多
目
的

室
、
給
食
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

　

明
石
海
峡
に
面
し
、

タ
イ
や
タ
コ
な
ど
豊
富

な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た

明
石
市
。
様
々
な
生
き

物
が
暮
ら
す
“
豊
か
な

海
”
は
明
石
の
宝
物
で

す
。
一
方
で
近
年
、
海

の
貧
栄
養
化
に
よ
る
ノ

リ
の
色
落
ち
や
イ
カ
ナ

ゴ
の
不
漁
が
深
刻
化
。

問 中学校給食センター
TEL 072-755-1355

▲ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）

　

兵
庫
県
阪
神
南
県
民
セ
ン
タ
ー
、
芦
屋
市
、
西
宮
市
、

阪
神
電
気
鉄
道
㈱
で
構
成
す
る
「
阪
神
間
連
携
ブ
ラ
ン
ド

発
信
協
議
会
」
で
は
、
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
象
徴
す
る

建
築
物
や
個
性
豊
か
な
美
術
館
、
主
要
駅
等
の
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
を
解
い
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
ご
応
募
い
た
だ
く
と
、
抽
選
で
素
敵
な
景
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

❖
開
催
期
間　

10
月
15
日（
土
）～
12
月
11
日（
日
）

❖
詳
細
は
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム

�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

�

オ
ー
プ
ン

豊
か
な
海
を
次
世
代
に
「
全
国
豊
か
な

�

海
づ
く
り
大
会
」
明
石
で
開
催

芦屋市

川西市

明石市

　　　▲ため池の底に溜まった栄養分を
　　　　海に放流する「かいぼり」

問 市民生活局
　 豊かで安全な海づくり推進室
TEL 078-918-5250
FAX 078-918-5136

問 阪神間モダニズムイベント事務局
TEL 080-6473-1416 （平日10：00-17：00）
E-mail hanshinkan-modernism＠cphyogo.com
URL https://hanshinkan-modernism.com/
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大など社会状況の変

化等により、イベントを変更・中止する場合があります。

　

９
月
か
ら
中
学
校
給
食

開
始
に
あ
た
り
、「
中
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
開

所
。
和
食
中
心
の
献
立
で
、

炊
飯
に
は
独
自
技
術
を
用

い
た
設
備
を
採
用
し
、
主

食
と
な
る
「
お
い
し
い
ご

は
ん
」
を
週
５
日
提
供
し

ま
す
。

　

だ
し
は
昆
布
・
削
り
節

か
ら
取
り
、
ハ
ン
バ
ー

グ
・
肉
団
子
・
ル
ー
は
素
材
か
ら
調
理
す
る
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
方
式
な
が
ら
手
作
り
の
味
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
特
定
原
材
料
等
28
品
目
を
対
象
と

し
、
独
立
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
の
調
理
室
で
除
去
食

市
で
は
兵
庫
県
や
漁
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、「
海
底
耕
耘
」

や
「
か
い
ぼ
り
」
な
ど
、
海
の
栄
養
を
取
り
戻
す
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
11
月
12
日
・
13
日
、
明
石
市
を
メ
イ

ン
会
場
に
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
様
々
な
行
事
を
通
じ
、
海
の
恵
み
や
素
晴
ら
し
さ

を
全
国
に
発

信
す
る
と
と

も
に
、
豊
か

な
海
を
守
り
、

次
世
代
へ
繋

い
で
い
く
取

り
組
み
を
更

に
進
め
て
い

き
ま
す
。

▲イカナゴ漁船に群がる海鳥の集団

※
ス
ポ
ッ
ト
で
の
ス
タ
ン
プ
取
得
の
際
、

施
設
等
へ
の
入
場
料
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
電
車
・
バ
ス
な
ど
環
境
に
優
し
い
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

整
備
。
食
を
通

し
て
川
西
の
魅

力
を
知
る
「
食

育
活
動
の
拠
点
」

を
め
ざ
し
ま
す
。
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三
木
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
三
木
金
物
」、
日
本
一
の

酒
米
山
田
錦
を
使
っ
た
「
日
本
酒
」、
ゴ
ル
フ
場
の
魅
力

を
存
分
に
堪
能
で
き
る
「
ゴ
ル
フ
場
利
用
券
」
な
ど
、
三

木
市
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
産
品
６
０
０
品
目
以
上
か
ら
返

礼
品
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

　

兵
庫
が
世
界
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
神
戸
ビ
ー
フ
」
を

は
じ
め
、
米
や
ぶ
ど
う
と
い
っ
た
美
味
し
い
地
元
産
農
作

物
の
ほ
か
、
ず
っ
と
大
切
に
使
え
る
家
具
や
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
な
ど
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」

や
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な
ど
、
10
サ
イ
ト
か
ら
申
し

込
み
が
可
能
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
兵
庫
県
、
そ

し
て
三
木
市
の
魅
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲組み合わせにより、子どもの成長に
　合わせて使える子ども用家具

◀ふるさと納税の
　ホームページは
　こちら

▲ ふるさと納税はこちら
をチェック！

▲ アウトドア専門ページ
も出来ました

▲国重要文化財に指定された木造校舎（第一校舎）

▲校舎見学会で記念室を見学する参加者

問 総合政策部
　 縁結び課
TEL 0794-89-2310
FAX 0794-82-8833

　

昭
和
９
～
12
年
に

建
設
さ
れ
た
市
立
西

脇
小
学
校
の
木
造
校

舎
３
棟
が
令
和
３
年

８
月
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

校
舎
は
令
和
元
年
、

意
匠
を
保
ち
つ
つ
耐

震
補
強
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
工
事
が

　

加
西
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
、

令
和
３
年
度
の

納
税
受
入
額
が

約
64
・
６
億
円

と
な
り
全
国
12

位
（
昨
年
度
は

９
位
）
と
な
り

ま
し
た
。
三
洋

電
機
の
創
業
地

兵
庫
初
！
現
役
校
舎
が

�

国
重
要
文
化
財
に

−

西
脇
小

ふ
る
さ
と
納
税
で

�

三
木
市
の
魅
力
を
お
届
け
！

ふ
る
さ
と
納
税
全
国
12
位
に
！！

西脇市

三木市

加西市

問 きてみて住んで課
TEL 0790-42-8764
FAX 0790-43-1802

完
了
。
使
い
続
け
る
文
化
財
「
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
」

に
、
現
在
は
約
４
０
０
人
の
児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。
保

存
工
事
を
機
に
、
校
舎
の
一
室
に
は
記
念
室
を
設
置
し
、

木
造
校
舎
の
歴
史
や
工
事
の
様
子
、
設
計
を
担
っ
た
地
元

の
建
築
家
・
内
藤
克
雄
を
解
説
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て

問 教育委員会 教育管理部 教育総務課
TEL 0795-22-3111（内線4030）
FAX 0795-23-8844

い
ま
す
。

　

今
夏
に
は
校
舎

見
学
会
を
開
催
。

卒
業
生
や
建
築
に

興
味
を
持
つ
方
々

が
全
国
か
ら
来
場

し
ま
し
た
。
今
後

も
長
期
休
業
期
間

に
開
く
予
定
で
す
。

と
し
て
、
部
品
工
場
が
集
結
し
、「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

と
し
て
発
展
。
多
彩
な
メ
ー
カ
ー
が
育
ち
、
結
果
、
家
電

や
調
理
器
具
な
ど
魅
力
的
で
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
返

礼
品
の
数
々
は
大
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
加
西
市
が
生
み
出
し
た
ア
イ
テ
ム
で

「
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
！
」と
い
う
思
い
か
ら
、

ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ロ
ゴ
ス
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
商
品
を
は
じ
め
と
し
た
、
１
日
中
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し

め
る
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
特
設
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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問 市長公室秘書政策課
TEL 0790-63-3139
FAX 0790-63-3060

　

凸
版
印
刷
株
式
会
社
を
母
体
と
す
る
「
ト
ッ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
健
康
保
険
組
合
」
と
宍
粟
市
は
、
こ
の
度
『
森も

 
り林

ま
ち
宍
粟
包
括
連
携
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
健
康
経
営
と
宍
粟
市
の
関
係
人
口
の
増
加
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
組
合
加
入
者
や
そ
の
家
族
ら
が
宍

粟
市
内
で
宿
泊
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
す
る
際
に
は
組

合
か
ら
費
用
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

宍
粟
市
営
業
部
で
は
、
市
の
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
、

企
業
の
健
康
経
営
や
社
員
研
修
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

ふるさと納税はこちら▶

▲相生市インスタグラム

▲調印式（兵庫県立「国見の森公園」）

　

相
生
市
の
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ラ
ン
ド

「
あ
い
お
い
結
び
」
を

設
立
し
ま
し
た
。「
あ

い
お
い
結
び
」
は
特
産

品
が
人
の
縁
を
結
ん
で

い
く
と
い
う
願
い
を
込

め
て
命
名
さ
れ
、
縁
起

の
良
い
「
相
生
結
び
」

の
図
柄
に
ち
な
み
、
水

引
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ

　

国
指
定
史
跡
「
大
中

遺
跡
」
は
、
昭
和
37

（
１
９
６
２
）
年
に
発

見
さ
れ
、
今
年
で
60
年

に
な
り
ま
す
。
近
年
、

遺
物
の
見
直
し
作
業
を

し
た
結
果
「
祈
り
」
に

関
す
る
絵
画
土
器
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
郷
土
資
料
館
特

別
展
は
、
弥
生
時
代
の

祈
り
と
く
ら
し
に
関
す

る
資
料
紹
介
を
す
る

「
大
中
遺
跡
の
祈
り
と

く
ら
し

−

60
年
目
の
新

発
見

−

」
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
第

１
土
曜
日
に
弥
生
時
代

の
ム
ラ
の
ま
つ
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
大
中
遺
跡

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

❖
特
別
展
開
催
期
間
…
10
月
８
日
～
12
月
４
日

❖
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
10
月
16
日

※
大
中
遺
跡
ま
つ
り
…
11
月
５
日

大
中
遺
跡
発
見
60
周
年
記
念

�

郷
土
資
料
館
特
別
展

相
生
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

�

「
あ
い
お
い
結
び
」
！

関
西
初　

都
市
部
企
業
の
健
康

経
営
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
活
用
！

播磨町

相生市

宍粟市

ゴ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
特
産
品
に
加
え
、

特
産
で
あ
る
牡
蠣
や
ゆ
ず
を
使
い
、
市
内
の
み
な
ら
ず
市

外
で
も
売
れ
る
新
商
品
を
開
発
し
、
観
光
や
地
域
の
活
性

問 播磨町郷土資料館
TEL 079-435-5000
FAX 079-436-0135

問 企画総務部企画広報課
　 秘書広報係
TEL 0791-23-7123
FAX 0791-22-6439

▲大中遺跡まつり「火起こしの儀」 ▲絵画土器の復元品 大中遺跡公園にて

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
企
業
へ
の
営
業
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

化
に
繋
げ
る
こ
と
で
特
産
品
の
お
い

し
さ
や
文
化
を
次
世
代
へ
と
繋
い
で

い
く
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
相

生
市
か
ら
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
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▲柳田國男生家

▲いなちくロゴ

▲大会公式
　ホームページ

　

朝
来
市
に
は
秋
に
な
る
と

雲
海
の
上
に
浮
か
ぶ
こ
と
で

有
名
な
天
空
の
城
「
竹
田
城

跡
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
竹

田
城
跡
周
辺
に
新
た
な
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
「
光
の
道
天
望
所
」

が
今
年
の
春
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
竹
田
城
跡
の
南

　

佐
用
町
で
、
平
成

26
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
る「
因
幡
街
道
・

千
種
川
ロ
ン
グ
ラ
イ

ド
」、
通
称
「
い
な

ち
く
」
が
、
こ
の
度
、

第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
振

興
賞
の
ス
ポ
ー
ツ
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

い
な
ち
く
は
、
特

徴
的
な
ロ
ゴ
や
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
一
貫
性
を

持
た
せ
る
“
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
”
を
行
っ
た
こ
と
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
注
目
さ
れ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の

人
気
イ
ベ
ン
ト
に
。
同
賞
の
受
賞
に
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
集
客
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
が
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ス
ト
の
増
加
に
よ
り
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
は
11
月
13
日
。
８
０
０
人
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
佐
用
町
の
秋
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で

�

秋
季
企
画
展
開
催

『
い
な
ち
く
』
が
ス
ポ
ー
ツ
庁

�

長
官
賞
を
受
賞

竹
田
城
跡
に
続
く
「
光
の
道
」

福崎町

佐用町

朝来市

問 朝来市産業振興部観光交流課
TEL 079-672-4003

問 佐用町商工観光課
TEL 0790-82-0670
FAX 0790-82-0492

東
に
位
置
す
る
朝
来
山
の
中
腹
の
「
立
雲
峽
」
に
あ
り
、

雲
海
に
浮
か
ぶ
竹
田
城
跡
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
テ

ラ
ス
の
一
角
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ッ
キ
に
は
三
角
形

の
ガ
ラ
ス
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
撮
影
台
か
ら
見
る
と
、

竹
田
城
跡
ま
で
光
の
道
が
延
び
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

雲
海
が
出
た
際
に
は
、
雲
の
上
に
道
が
続
い
て
い
る
よ
う

な
写
真
が
撮
影
で
き
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
、
雲
海
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
の
で
、
す
で

に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
人
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
ぜ
ひ
朝
来
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

福
崎
町
は
、『
遠
野
物
語
』
な
ど
多
く
の
著
書
を
あ
ら

わ
し
、“
日
本
民
俗
学
の
父
”
と
呼
ば
れ
る
柳
田
國
男
の

生
誕
の
地
で
す
。
令
和
４
年
10
月
１
日（
土
）～
12
月
４
日

（
日
）の
間
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で
は
、
秋
季
企

画
展「
柳
田
國
男
の
先
祖
、
の
話
」を
開
催
し
ま
す
。
代
々

医
術
と
学
問
に
通
じ
た
と
い
わ
れ
る
柳
田
國
男
自
身
の

「
先
祖
の
話
」
を
、
近
年
発
見
さ
れ
た
新
規
資
料
か
ら
探

り
ま
す
。
ま
た
、
記
念
館
周
辺
の
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料

問 福崎町教育委員会社会教育課
TEL 0790-22-0560（代）内線257
FAX 0790-22-0630

▲受賞の喜びを分かち合う実行委員会のメンバー

館
や
大
庄
屋
三
木

家
住
宅
で
も
秋
の

特
別
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
秋
は
福
崎
町

で
文
化
と
歴
史
の

ひ
と
と
き
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
で
７
月
６
日
、
２
回
目
と
な
る
丹
波
篠
山
黒
豆
ナ
イ

タ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
出
身
の
中
森
俊
介

選
手
の
入
団
を
き
っ
か
け
に
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

　

市
で
は
、
今
夏
の
甲

子
園
大
会
を
最
後
に
岡

山
県
・
創
志
学
園
高
等

学
校
野
球
部
監
督
を
退

任
さ
れ
た
長
澤
宏
行
さ

ん
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
官

に
任
命
し
ま
し
た
。
長

澤
さ
ん
の
任
期
は

２
０
２
６
年
３
月
ま
で

「
丹
波
篠
山
黒
豆
ナ
イ
タ
ー
」

�

を
開
催

創
志
学
園
野
球
部
前
監
督
・

長
澤
さ
ん
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
官
に
任
命

丹波篠山市と
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結
び
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
当
日
、
球
場
で
は
、
特
産

品
の
販
売
を
行
っ
た
り
、
試
合
前
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
披
露
し
た
り
と
、

来
場
者
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

問 社会教育課
TEL 079-552-5769

問 社会教育課
TEL 079-552-5769
問 商工観光課
TEL 079-552-6907

　

東
京
～
南
あ
わ
じ
市
が
約

２
時
間
半
！

　

徳
島
空
港
の
航
空
機
全
便

発
着
時
間
に
合
わ
せ
て
、
ア

ク
セ
ス
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
南

ア
ク
セ
ス
バ
ス
で
淡
路
島
が
近
く
な
る
！

ふ
る
さ
と
納
税
で
南
あ
わ
じ
を
楽
し
も
！

南あわじ市あ
わ
じ
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
運
行
期
間
は
令
和
４
年

７
月
15
日
～
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
南
あ
わ
じ
市
を
も
っ
と
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
！
市
内
の
宿
泊
施
設
で
使
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
や
、
淡
路
島
観
光
協
会
加
盟
店
で
使
用
で
き

る
「
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
券
」
な
ど
の
返
礼
品
も
出

品
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

さ
ら
に
、「
３
年
と
ら
ふ
ぐ
」「
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
」「
淡

路
ビ
ー
フ
」「
淡
路
島
牛
乳
」「
淡
路
島
手
延
べ
そ
う
め
ん
」

な
ど
、
特
産
品
も
盛
り
沢
山
！
お
家
で
特
産
品
を
楽
し
む

ふるさと納税については…

問 ふるさと創生課
　 つながり開発室
TEL 0799-43-5251

アクセスバスについては…

問 市民協働課
TEL 0799-43-5244

▲就任会見で花束を受け取り
　笑顔をみせる長澤さん（写真中央）

で
、
市
内
に
あ
る
県
立
篠
山
産
業
高
等
学
校
を

中
心
に
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
に
指

導
に
当
た
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
講
習

会
な
ど
で
講
師
を
務
め
ま
す
。

検 索 ひょうご出会い

兵庫県が婚活をサポート
リーズナブルで安心・安全
※費用5,000円/年（20代は3,000円）
スマホでお相手探し
※20歳以上の独身の方
　　　　　　　　詳しくはコチラ！

ひょうご出会いサポート東京センター
東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館13階 兵庫県東京事務所内
TEL 03-6262-3035　FAX 03-6262-3036
火・水・金／9：00～17：15

こ
と
も
で
き
ま
す
。
食
の
宝

庫
『
南
あ
わ
じ
市
』
を
ぜ
ひ

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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ひょうご
若手起業家の
挑戦

ク
ラ
ス
運
営
や
放
課
後
の
事
務
、
部
活
動

等
も
あ
り
、
な
か
な
か
時
間
に
余
裕
が
な

い
の
で
、
弊
社
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
か

ら
事
前
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
授
業
の
運
営
、

学
習
効
果
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
ま
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

■
実
際
の
授
業
の
進
め
方

　

例
え
ば
、
関
西
学
院
高
等
部
で
は
生
徒

４
人
ぐ
ら
い
で
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
取
り

囲
ん
で
、
分
か
ら
な
い
時
に
生
徒
同
士
で

助
け
合
っ
た
り
、
み
ん
な
で
共
感
し
て
楽

し
い
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
生
徒
だ
け
で
交
流
す
る
と
、

英
語
が
苦
手
で
、
な
か
な
か
自
分
を
表
現

で
き
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
そ
の
中
に
、

大
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
入
っ
て
、
言
語

サ
ポ
ー
ト
や
交
流
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

■（
株
）W

ith The W
orld

の

　
事
業
内
容

　

日
本
と
海
外
の
生
徒
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
ぎ
、
両
国
の
社
会
問
題
、
地
域
の
魅

力
・
課
題
等
を
共
有
し
、
互
い
に
学
び
合

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
60
ヵ
国

４
７
０
校
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
日
本
で

は
今
年
で
１
５
０
校
ぐ
ら
い
に
な
る
予
定

で
す
。
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
１
万
人

く
ら
い
の
こ
ど
も
達
に
国
際
交
流
の
授
業

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
・
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
学
校
の
先
生
の
考
え
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
は

　

大
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
弊
社
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ
か
り
積
ん
で
お
り
、

生
徒
が
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
ど
の
よ

う
に
導
い
て
い
く
と
良
い
か
な
ど
教
育
的

観
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。

■
起
業
の
き
っ
か
け

　
　
　—

海
外
で
の
原
体
験—

　

テ
レ
ビ
東
京
の
「
世
界
ナ
ゼ
そ
こ
に
？

日
本
人
」
と
い
う
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
、

海
外
で
こ
ど
も
達
に
教
育
を
提
供
し
て
い

る
日
本
人
に
会
い
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
私
は
大
学
の
体
育
会
系

テ
ニ
ス
部
で
、
そ
の
時
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

〈プロフィール〉
1992年生まれ。千葉県出身。2015年東洋大学経済学部
卒業。
2015年、株式会社パソナグループに入社、６つの新規事
業立ち上げに参画。
2018年に株式会社With The Worldを起業し、日本の
こども達と海外のこども達とをオンラインでつなげる「問
題解決型国際交流プログラム」を展開する。

「兵庫県若手起業家支援」や「神戸市ソーシャルビジネス
推進助成」などに採択され、その他多くの採択・受賞歴
等がある、兵庫県を代表する起業家のひとり。

株式会社With The World
代表取締役社長

五十嵐 駿太 さん

兵庫の若手起業家に夢を語っていただきます。今
回は、神戸市で起業された株式会社With The 
World代表取締役社長の五十嵐 駿太さんに、お
話を伺いました。
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き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は

ど
ん
ど
ん
繋
が
っ
て
、
長
く
継
続
し
て
友

好
関
係
を
育
め
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ア
ル
な
交
流
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
交
流
も
拡
大
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■
県
人
会
の
皆
さ
ま
へ

　

関
東
に
戻
っ
て
起
業
す
る
と
い
う
道
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
起
業
す
る
と
と
て
も

孤
独
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
助
け
合
え
る
文
化

が
関
西
に
は
あ
る
な
と
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
、
関
西
の
人
の
人
柄
に
惹
か
れ

て
、
神
戸
で
起
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

３
０
０
点
ぐ
ら
い
。
英
語
は
あ
ま
り
話
せ

な
か
っ
た
ん
で
す
。
テ
ニ
ス
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
し
か
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
呼
び
か
け
、

ラ
ケ
ッ
ト
を
１
０
０
本
ぐ
ら
い
集
め
て
、

海
外
の
ス
ラ
ム
街
を
テ
ニ
ス
の
コ
ー
チ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ま
わ
っ

て
、
タ
イ
の
孤
児
院
に
行
き
、
最
後
、
日

本
に
帰
る
時
に
、
自
分
が
泣
い
ち
ゃ
う
か

な
っ
て
思
っ
て
何
も
言
わ
ず
に
帰
ろ
う
と

し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
こ
ど
も
達
が

何
か
を
察
し
て
出
て
き
て
、
泣
き
な
が
ら

「
駿
太
の
夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
」
っ
て

祈
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
私
か
ら
す
る

と
、
自
分
の
こ
と
よ
り
も
相
手
の
こ
と
を

真
摯
に
祈
っ
て
く
れ
る
そ
の
純
粋
な
心
に

衝
撃
を
受
け
過
ぎ
て
し
ま
い
、「
こ
う
い

う
こ
ど
も
達
の
た
め
に
、
自
分
の
人
生
を

全
う
し
た
い
」
と
そ
の
時
に
思
っ
た
ん
で

す
ね
。

　

そ
れ
が
原
体
験
と
な
り
、
そ
の
時
の
映

像
が
ず
っ
と
エ
ン
ド
レ
ス
リ
ピ
ー
ト
で
頭

の
中
で
流
れ
て
い
ま
す
。
就
職
し
て
か
ら

も
、
そ
の
映
像
が
流
れ
て
い
て
、「
や
っ

ぱ
り
私
は
こ
の
道
で
自
分
自
身
の
人
生
を

全
う
し
て
い
こ
う
」
と
思
い
、
３
年
後
に

起
業
し
ま
し
た
。

■
起
業
支
援
を
受
け
て

　

神
戸
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

助
成
や
兵
庫
県
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ス
ト
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

を
通
じ
て
、
多
く
の
支
援
者
や
メ
ン
タ
ー

と
知
り
合
え
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
ひ
と
り
で
起
業
し
た
の
で
、
ど
う

い
う
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
メ
ン

タ
ー
と
出
会
い
、
そ
こ
か
ら
ま
た
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
人
と

人
と
の
ご
縁
と
繋
が
れ
る
の
が
コ
ン
テ
ス

ト
の
魅
力
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
起
業
プ
ラ
ザ
ひ
ょ
う
ご
」
へ

の
入
居
も
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
カ
フ
ェ
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
起
業
プ
ラ
ザ
は
当
初
月
々
５
千
円
と

と
て
も
破
格
で
、
毎
日
カ
フ
ェ
に
通
う
よ

り
も
安
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
実
際
に
起

業
プ
ラ
ザ
に
入
居
し
て
み
る
と
、
同
じ
志

を
抱
い
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
カ

フ
ェ
よ
り
も
、
す
ご
く
熱
量
が
あ
り
ま
し

た
。
違
う
業
種
の
人
た
ち
だ
け
ど
、
ひ
と

り
じ
ゃ
な
い
と
い
う
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
非
常

に
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
入
居
し
て
よ

か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
働
く
ス
ペ
ー
ス
は
、
ひ
と
り
で
起

業
し
た
自
分
に
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

と
て
も
安
心
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
、
起

業
プ
ラ
ザ
が
三
井
住
友
銀
行
の
２
階
に

あ
っ
た
の
で
（
笑
）

■
今
後
の
展
開

　

も
と
も
と
は
旅
行
代
理
業
で
、
実
際
に

海
外
の
こ
ど
も
達
と
出
会
う
感
動
体
験
事

業
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
５
月

に
会
社
と
し
て
旅
行
業
第
３
種
を
登
録
し
、

本
格
的
に
海
外
交
流
事
業
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
、
さ
ら
に
実
際
に
交
流
相
手
に
会
い
に

行
く
と
こ
ろ
ま
で
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
こ
れ
ま
で
は
授
業
で
の

交
流
が
終
わ
っ
た
ら
、
そ
こ
で
関
係
が
終

わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
何
か
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
築
き
、
授
業
後
も
継
続
し
て
繋

が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い

　五つあるものは、五大陸のこども達を表して
いる。多種多様な価値観を持ち異文化で育って
きた人たちが、足りないところを、対立を生む
のではなく、お互いに補えるように協力しなが
ら、みんながハッピーになれるような世界を築
いていこうという思いが示されている。
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1　のののの会の勉強会で好評を博した〇〇蕎麦の勉強会。
　　挽きたて、打ちたて、湯がきたての蕎麦はまさに絶品でした。（2018年６月開催）
2　このクロスワード作るのに、中西のこの部分がめっちゃ働きました！（多分）
3　豊岡市にある地名「土渕」は何と読む？「〇〇うち」
4　神河町には廃校を活用した食用コオ〇〇の養殖場があります。
5　「開門！」の掛け声と共に230メートル先の本殿を目指し走る人々。１～３位の人はコレになります。
6　〇〇電車、〇〇園芸
7　「あいたた観音」で有名。「西の法隆寺」「播磨の法隆寺」とも称される加古川市にあるお寺。
�　ヨコ12の市と言えば〇〇の街として有名
�　多可町にある地名「間子」は何と読む？「ま〇〇」
�　歌川広重が「阿波鳴門之風景」という作品を残しています。
�　タテの５の開門神事で有名なこの神社に祀られているのは「〇〇っさん」
�　新神戸→→〇〇〇→→姫路→→相生
�　加西市にある地名「馬渡谷町」はなんと読む？「〇〇おたにちょう」
�　食べ比べが飲食的な勉強会でした。有明産が有名だけど兵庫県産も負けてない！（2015年６月開催）
�　漁協や酒蔵との中継を交えた「明石丸ごと体験ツアー」は〇〇〇〇〇で開催しました。（2021年10月開催）
�　〇〇庄町。2005年に西脇市の一部となりました。
�　ポートアイランドにあるスーパーコンピューター「富岳」は計算速度、世界第い〇〇
�　多可町にある施設。「東の筑波」に対して 「西のセントラル」と称されている。
�　ペーロン祭りが有名な西播磨の町と言えば　あ〇〇い
�　小磯良平と言えば…
�　酒はひゃ〇〇〇の長。　兵庫のお酒だとなおさらですね！
�　のののの会にも優れた方がたくさんいらっしゃいますね！
　　「〇〇〇済」ここでは、本来の正しい読み方ではなく誤読から一般的に広まった方で埋めてください（苦笑）
�　明石で魚と言えばコレ！兵庫県は漁獲高４位。年末には焼いたコレを求める人がたくさんいます。
�　兵庫県は漁獲高８位。漢字で「鮗」と書く魚は〇〇しろ

1　初代兵庫県知事と言えばこの人。
　　本当は最後から２文字目は濁音ですけど、タテの５の関係で目をつぶってください（笑）
6　三ノ宮駅周辺を一言で表すと〇〇街
8　「のののの会」の「の」の１つ。
9　〇田市、〇木市に共通する数字
�　兵庫の人以外にとっては難読な地名「宍粟」
�　北播磨にある市でタテ11が市の特産品と言えば〇〇市
�　綺麗になりすぎた瀬戸内海。漁獲減で排水〇〇規制を緩和。今後の漁獲高の回復に期待したいですね。
�　甲子園でもなく香櫨園でもなく…
�　ローマ史上最強の敵として知られたカルタゴの将軍ハン〇〇ル・バルカ。
　　トレビアの戦いやトラシメヌス湖畔の戦いを率いた。
�　明石焼きに欠かせないのが「じん粉」。別名は？
�　阪九フェリーの航路の１つ。神戸港⇔新〇〇港を結んでいます。
�　中西が個人的に大好きな映画。「レッドオクトーバーを〇〇」苦し紛れの設問です。兵庫と何ら関係ありません（笑）
�　明石の沿岸部で育った中西にとって上京当時、南に進んでもこれがあることは新鮮でした。
�　兵庫の〇〇線の総延長は618km。ちなみに千葉：523km　神奈川：427km　東京：199km 
�　県人会主催のセミナーでは、この通信社の方を講師にお迎えしたことがありましたね。（2012年２月開催）
�　魚介類の肉・内臓・卵などを塩で漬けて発酵させ、うまみを出した食品
�　のののの会の記念すべき第１回の勉強会のテーマでした。兵庫が誇る酒米「〇〇錦」（2015年３月開催）
�　温暖で降水量が少ないことが特徴です。瀬戸内〇気候
�　時代劇「暴れん坊将軍」のロケ地は姫路城でしたね。
　　主人公が名乗っていたのは「俺は天下の風来坊・と〇〇新之助」
�　書寫山圓教寺や須磨寺はコレですね。
�　明石市を通るもの。東経135度〇〇〇
�　のののの会の勉強会のテーマにもしましたね。♪そ～めんやっぱり〇〇〇〇〇 （2017年６月開催）

　※ヨコ26の数字は、こちらを参考にしました。
　　https://www.tsuri123.com/kaigansen.htm 答えは次号掲載！

タテ

ヨコ

クロスワードクロスワード
「兵庫愛」はいかほど！？「兵庫愛」はいかほど！？
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（中堅・若手会員の会）

　のののの会の皆さま、東京兵庫県人会の皆さま、いかがお過ごしでしょうか？
　のののの会は相変わらず活動休止状態。そんな状況なので会報誌のネタも無し…苦肉の策として、ク
ロスワードを作ることにしました（^▽^）
　兵庫愛、のののの会愛あふれる（？）クロスワードとなっていますが、一部、兵庫県／のののの会と
何ら関係のない問題がありますことをお許しください。
　クロスワードを作るのは高校生以来。素人の作ったものですので不備があっても、面積が全国７位の
ふるさと兵庫のような広く寛大な心でもってお許しいただければ幸いです。
� （文：中西　豪）

2015年３月：ヨコ33の勉強会の１コマ
この時は都道府県会館の最上階の喫茶店（残念ながら閉店）
が会場でした。

2017年３月：コロナ以前は、兵庫に戻る方の送別会も
やっていました。
この写真、兵庫県東京事務所長（当時）：古川さん、姫路市
東京事務副所長（当時）：山下さんの送別会の時のもの。山

下さんは今、姫路市東京事務所長として東京に
再赴任されています！「のののの会」

（中堅・若手会員交流会）
連絡先　info@hyogo-kenjinkai.jp
担　当　西川　洋右

あなたの「のののの会愛」あなたの「のののの会愛」

のののののののの
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●
播
州
一
献 

純
米
吟
醸 

夏
の
う
す
に
ご
り

（
山
陽
盃
酒
造
：
兵
庫
県
）

●
シ
ャ
ト
ー
シ
ラ
サ
ギ

　（
田
中
酒
造
場
：
兵
庫
県
）

●
龍
力 

純
米
吟
醸 

夏
純
吟

　（
本
田
商
店
：
兵
庫
県
）

●
純
米
吟
醸 

白
鷺
の
城 

美
郷
錦

　（
田
中
酒
造
場
：
兵
庫
県
）

●
本
格
米
焼
酎 

播
龍
も
っ
た
い
な
ぁ

　（
本
田
商
店
：
兵
庫
県
）

で
し
た
。
今
回
の
た
め
に
店
長
が
ご
準
備
く

だ
さ
っ
た
こ
れ
ら
の
お
酒
は
、
兵
庫
県
内
で

も
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
難
し
い
限
定
酒
ば

か
り
！
数
々
の
限
定
酒
の
登
場
に
「
こ
の
品

揃
え
は
凄
い
！
日
本
酒
好
き
の
私
で
も
飲
ん

だ
こ
と
が
な
い
も
の
ば
か
り
！
」「
こ
れ
は

初
め
て
！
と
て
も
美
味
し
い
！
」「
姫
路
の

お
酒
を
た
く
さ
ん
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て
、

姫
路
出
身
者
と
し
て
と
て
も
嬉
し
い
！
」

と
、
ご
参
加
の
皆
様
か
ら
次
々
と
感
嘆
の
声

が
漏
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
な
ん
と
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
兵
庫
の
お
酒
以
外
に
も
冷
酒
か
ら
熱

兵
庫
県
人
で
も
入
手
困
難
な

「
限
定
の
お
酒
」
が
続
々
登
場

乾
杯
の
後
に
イ
タ
リ
ア
ン
の
フ
ル
コ
ー
ス
が

ス
タ
ー
ト
！

　
水
茄
子
、
イ
サ
キ
、
稚
鮎
、
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
、
ホ
タ
テ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、、、
と
旬

の
素
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
夏
な
ら
で

は
の
メ
ニ
ュ
ー
に
心
も
身
体
も
大
喜
び
！

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
料
理
に
合
わ
せ

た
店
長
セ
レ
ク
ト
の
日
本
酒
の
、
こ
れ
ま
た

美
味
し
い
こ
と
！

　
ご
提
供
い
た
だ
い
た
お
酒
の
う
ち
、
兵
庫

県
産
の
お
酒
は

兵
庫
の
お
酒
で
乾
杯
、

大
人
の
七
夕
会
が
ス
タ
ー
ト
！

　
先
ず
は
店
長
の
熊
谷
様
か
ら
、
兵
庫
の
お

酒
へ
の
愛
が
詰
ま
っ
た
素
敵
な
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　
店
長
の
ご
挨
拶
に
心
温
ま
り
、
そ
し
て
今

か
ら
始
ま
る
交
流
会
と
、
店
長
セ
レ
ク
ト
の

美
味
し
い
日
本
酒
と
イ
タ
リ
ア
ン
へ
、
期
待

に
胸
を
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
に
膨
ら
ま
せ
た

と
こ
ろ
で
、
辻
さ
ん
の
乾
杯
の
ご
挨
拶
と
ご

発
声
を
い
た
だ
き
、
大
人
の
七
夕
会
が
ス

タ
ー
ト
！
兵
庫
お
酒
の
会
に
勇
気
を
出
し
て

初
参
加
下
さ
っ
た
辻
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

乾
杯
の
お
酒
は
兵
庫
県
産
の
日
本
酒
、

●
龍
力
　
純
米
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

　（
本
田
商
店
）：
限
定
品

で
し
た
。
な
ん
と
、
こ
の
お
酒
は
D
さ
ん
か
ら

兵
庫
お
酒
の
会
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
D

さ
ん
の
お
気
遣
い
に
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

「
兵
庫
お
酒
の
会
」
第
４
回
企
画

「
大
人
の
七
夕
会
」を
楽
し
み
ま
し
た
！

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
リ
ア
ル
な
交
流
会
を
し
ば
ら
く
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
東
京
都
の
感
染
症
対
策
方
針
に
従
い
、
織
姫
と
彦
星
が
年
に
１
度
会

え
る
と
い
う
七
夕
の
夜
に
11
名
の
皆
様
と
再
会
の
宴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
本
酒
を
味
わ
う
な
ら

「Firenze Sake

」
さ
ん
が
１
番
！

　
中
目
黒
で
開
催
さ
れ
た
和
酒
フ
ェ
ス
で
お

会
い
し
た
、
日
本
酒
に
詳
し
い
D
さ
ん
と
辻

さ
ん
か
ら
「
日
本
酒
を
味
わ
う
な
ら
、
こ
の

お
店
が
１
番
！！
」と
お
薦
め
い
た
だ
い
た
の
が
、

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
お
店
「Firenze 

Sake

（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ 

サ
ケ
）」さ
ん
で
し
た
。

　

Firenze Sake

さ
ん
は
、
日
本
酒
を
食
中

酒
と
し
て
イ
タ
リ
ア
料
理
の
良
さ
を
楽
し
め

る
日
本
酒
好
き
の
方
の
た
め
の
お
店
で
す
。

　
１
番
と
お
薦
め
い
た
だ
い
た
だ
け
あ
っ
て
、

お
酒
・
お
料
理
・
サ
ー
ビ
ス
、
何
も
か
も
が

最
高
！
人
に
薦
め
た
く
な
る
、
と
て
も
素
敵

な
お
店
で
し
た
！！
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燗
ま
で
美
味
し
い
日
本
酒
の
連
続
！
も
う
、

お
酒
が
す
す
ん
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
！

　
兵
庫
県
の
お
酒
の
豊
か
さ
と
美
味
し
さ
を
、

Firenze Sake

さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ほ
ろ
酔
い
に
な
っ
た
頃
に
、
親
睦
を
深
め

る
た
め
の
自
己
紹
介
タ
イ
ム
！
今
回
は
【
私

が
愛
し
て
や
ま
な
い
も
の
】
の
お
題
で
自
己

紹
介
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
人
柄
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Firenze Sake

さ
ん
と
お
店
ご
紹
介
者

様
の
お
か
げ
で
、
お
腹
も
心
も
大
満
足
の
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
記
事
を
ご
覧
の
、
日
本
酒
が
お
好
き

な
皆
様
に
もFirenze Sake

さ
ん
の
素
敵

な
サ
ー
ビ
ス
を
是
非
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」で
す
！

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
兵
庫
お
酒
の
会
は
、【
兵
庫
の
お
酒
と
食

と
絆
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
兵
庫
&
日
本
を

盛
り
上
げ
る
ワ
ク
ワ
ク
会
！
】
で
、
ご
参
加

の
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
会

で
す
。
20
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
リ
ピ
ー
ト
参
加
、
新

た
な
出
会
い
を
求
め
る
方
、
初
参
加
の
方
、

お
酒
を
飲
め
な
い
方
、
県
人
会
会
員
以
外
の

方
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　
次
回
の
兵
庫
お
酒
の
会
は
、
日
本
六
古
窯

の
１
つ
で
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
た
日
本
＆
兵
庫
の
誇
り
“
丹
波
焼“

の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
製
作
す
る
「
丹
波
焼
の
陶

芸
教
室
」
を
10
月
16
日
に
開
催
し
ま
す
！

（
会
長　
増
井
）

「兵庫お酒の会」
連絡先：info@hyogo-kenjinkai.jp　担当：岩佐

今回お世話になったお店
Firenze Sake本店
住所：東京都世田谷区三軒茶屋2-10-14 昭和ビル1F
電話：03-5432-9654
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に
ゃ
く
畑
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
で
す
。
子
ど
も
の
頃
は
、
自
然
の
中
を

走
り
回
る
よ
う
な
子
ど
も
で
、
小
・
中
・

高
校
は
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
の
５
年
間
は
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
３

年
間
は
営
業
を
担
当
し
、
そ
の
後
２
年
間

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
部
署
で
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
展
示
会
開
催

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
直

し
、
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
に
転
職
し
ま
し

た
。
年
功
序
列
の
会
社
の
中
で
、
自
分
の

将
来
が
見
え
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
か
ら

で
す
。
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
で
は
、
配
送

業
者
や
組
立
て
業
者
な
ど
業
者
と
の
調
整

が
主
な
業
務
で
し
た
。

Ｉ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け

　

一
人
目
の
娘
が
１
才
半
頃
の
こ
と
で
す

が
、
私
は
年
末
年
始
も
会
社
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
妻
が
淡
路
島
出
身
で
、
妻
と
娘

だ
け
で
帰
省
し
て
い
ま
し
た
が
、
娘
が

「
熱
性
け
い
れ
ん
」
に
な
り
、
救
急
車
で

運
ば
れ
た
の
で
す
。

　

妻
の
両
親
も
一
緒
に
い
た
の
で
、
特
に

問
題
な
く
対
応
で
き
た
の
で
す
が
、
も
し

妻
ひ
と
り
の
時
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

　
群
馬
県
子
持
村
（
現
渋
川
市
）
か
ら
千

葉
県
八
千
代
市
を
へ
て
、
２
０
１
９
年
に

淡
路
島
に
移
住
し
た
山
本
さ
ん
。
全
国
約

３
０
０
０
店
舗
の
飲
食
店
に「
生
パ
ス
タ
」

を
納
品
し
、
急
成
長
し
て
い
る
淡
路
麺
業

（
株
）
で
、
日
々
、
奔
走
中
！

こ
れ
ま
で
の
歩
み

　

生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
群
馬
県
子
持
村
で
、

正
直
、
淡
路
島
の
方
が
栄
え
て
い
ま
す
ね
。

私
の
家
か
ら
、
最
寄
り
の
駅
ま
で
徒
歩
で

約
30
分
、
そ
の
駅
も
無
人
駅
で
し
た
。
こ

ん
に
ゃ
く
が
名
産
で
、
周
囲
に
は
こ
ん

こ
っ
た
ら
、
対
応
で
き
る
か
不
安
だ
と
い

う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
千
葉
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

私
の
実
家
も
群
馬
県
で
互
い
の
実
家
が
遠

く
、
や
は
り
ど
ち
ら
か
の
実
家
近
く
に
住

む
の
が
安
心
だ
と
い
う
結
論
に
。
私
が
次

男
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
淡
路
島
に
移
住

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
に
子
供
が
救
急
車
で
運
ば
れ
、

２
月
中
旬
に
は
、
も
う
淡
路
島
に
引
っ
越

し
て
い
ま
し
た
。
ず
る
ず
る
す
る
の
も
よ

く
な
い
と
思
い
、
す
ぐ
に
移
住
を
決
意
し

ま
し
た
。

「
お
い
し
い
生
パ
ス
タ
を

淡
路
島
か
ら

み
な
さ
ん
の
も
と
へ
！
」

カムバック
ひょうご人
カムバック
ひょうご人

淡路麺業株式会社
マーケティング部 係長

山本　聡さん
（淡路市）
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「
淡
路
麺
業（
株
）＝
生
パ
ス
タ
」と
か
、「
淡

路
麺
業
（
株
）
が
作
る
生
パ
ス
タ
だ
っ
た

ら
、
間
違
い
な
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
認
知
度

拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
目
標

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
娘
の
運
動
会
で
走
れ
る
よ
う
に
、

動
け
る
体
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、

ひ
と
り
で
走
っ
て
、
体
作
り
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
（
笑
）

　

淡
路
島
は
と
て
も
住
み
や
す
く
、
地
区

の
方
も
と
て
も
優
し
い
。
家
族
で
地
区
行

事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
娘
二
人
を

集
会
に
連
れ
て
い
く
と
、
年
輩
の
方
に
と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
田
舎
過
ぎ

ず
、
都
会
過
ぎ
ず
、
住
む
に
は
ち
ょ
う
ど

い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

淡
路
島
へ
の
移
住

　

住
む
場
所
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
ら
な

い
土
地
で
は
な
い
の
で
あ
ま
り
心
配
は
な

か
っ
た
で
す
。
妻
の
両
親
に
も
、
い
ろ
い

ろ
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

仕
事
に
つ
い
て
は
、「
ど
う
せ
住
む
な

ら
淡
路
島
内
で
探
そ
う
」「
ど
う
に
か
な

る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
移
住
し
ま
し
た
。

若
い
の
で
漁
師
で
も
い
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
（
笑
）

　

仕
事
を
探
す
中
で
、
た
ま
た
ま
淡
路
麺

業
（
株
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
社

長
が
熱
く
て
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
淡
路
麺
業（
株
）

に
就
職
を
決
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
調
べ

て
み
る
と
、
淡
路
麺
業
（
株
）
が
自
社
商

品
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
以
前
に
勤
め
て
い
た
ス
ポ
ー

ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
や
家
具
メ
ー
カ
ー
も
そ

う
で
し
た
。
そ
こ
に
共
通
点
を
感
じ
、
同

じ
よ
う
に
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
就
職
を
決
め
ま

し
た
。

淡
路
麺
業
（
株
）
で
の
担
当
業
務

　

淡
路
麺
業
（
株
）
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

広
報
宣
伝
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
係
、
イ
ベ
ン
ト
ご

と
の
対
応
な
ど
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

　

年
数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
人
手
が

足
り
な
い
こ
と
も
あ
り
、
い
ま
は
総
務
人

事
の
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
社
長
が

２
０
０
７
年
に
生
パ
ス
タ
を
始
め
、
そ
こ

か
ら
急
激
に
会
社
が
成
長
し
、
現
在
で
は

売
り
上
げ
が
年
間
８
億
～
９
億
円
、
従
業

員
は
約
60
人
。
急
速
に
伸
び
て
い
る
会
社

で
す
が
、
組
織
と
し
て
、
ま
だ
十
分
に

整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
総

務
人
事
の
仕
事
も
土
台
を
一
回
、
し
っ
か

り
し
よ
う
と
な
り
、
そ
の
業
務
も
兼
務
し

て
い
ま
す
。

仕
事
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　

会
社
に
併
設
し
て
い
る
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
こ
ん
な
生
パ
ス
タ
初
め
て
！
」「
ま
た
来

た
い
」
な
ど
投
稿
し
て
い
る
の
を
見
る
と

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
。
や
り
が
い
に
繋

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
約
３
０
０
０
店
舗
と
取
引

が
あ
る
の
で
、
各
お
店
で
調
理
し
て
い
る

シ
ェ
フ
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
淡
路
麺
業
（
株
）

さ
ん
と
出
会
え
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

会
社
と
し
て
、
い
ま
、
一
般
消
費
者
向

け
の
生
パ
ス
タ
を
開
発
し
て
お
り
、
今
年

度
中
の
発
売
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
方
に
、

直
接
、
淡
路
麺
業
（
株
）
の

生
パ
ス
タ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
広
報
活
動
で
、
淡
路
麺

業
（
株
）
の
名
前
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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封
イ
ベ
ン
ト
も
歓
声
が
わ
き
ま
し
た
。
開
催
へ
の
努
力

と
参
加
者
の
笑
顔
が
、
来
年
へ
つ
な
い
で
く
れ
る
鍵
に

な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
西
脇
多
可
の
会

東
京
西
脇
多
可
の
会
――
会
員
募
集
中
―

会
員
募
集
中
―

　

関
東
圏
に
お
住
ま
い
の
西
脇
市
と
多
可
町
の
出
身

者
、
ま
た
は
両
市
町
に
ご
縁
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
る

同
郷
会
で
す
。

　

毎
年
１
月
ご
ろ
に
開
催
す
る
親
睦
会
な
ど
を
通
じ

て
、
世
代
や
職
種
を
超
え
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
西
脇
市
と
多
可
町
が
発

行
す
る
広
報
紙
や
ふ
る
さ
と
の
話
題
を
毎
月
１
回
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
・
４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
、
令
和
５
年
１
月
頃
に
は
親
睦
会
を
開
催
し
、
３
年

ぶ
り
に
皆
さ
ん
に
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
で
は
新
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
下
記
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〔
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
〕

◆
西
脇
事
務
局

　

〒
６
７
７

－

８
５
１
１

　

西
脇
市
下
戸
田
１
２
８

－

１

　

西
脇
市
役
所
市
長
公
室
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
９
５

－

２
２

－

３
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
０
５
３
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
９
５

－

２
２

－

１
０
１
４

　

m
ail

：hisho@
city.nishiw

aki.lg.jp

◆
多
可
事
務
局

　

〒
６
７
９

－

１
１
９
２

　

多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
１
２
３

　

多
可
町
役
場
企
画
秘
書
課
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
９
５

－

３
２

－

２
３
８
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
９
５

－

３
２

－

２
３
４
９

　

m
ail

：kikaku@
tow
n.taka.lg.jp

県

だ
よ
り

同
郷
会
・
同
窓
会
か
ら
の
た
よ
り

人
会

コ
ロ
ナ
禍
に
決
行
し
た
リ
ア
ル
開
催

コ
ロ
ナ
禍
に
決
行
し
た
リ
ア
ル
開
催

　

２
０
２
２
年
６
月
４
日
（
土
）
神
撫
会
東
京
支
部
総

会
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
振
り
の
開
催
で
し
た
。

長
田
高
校
は
毎
年
担
当
幹
事
が
持
ち
回
り
で
、
今
年
は

45
・
46
回
生
の
共
同
開
催
で
す
。
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
約
１
０
０
名
が
集
い
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
有
り
）、

昨
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
総
会
と
は
違
い
、
懇
親
会

で
テ
ー
マ
の「『
つ

な
ぐ
２
０
２
２
』

時
を
超
え
て
つ
な

ぐ　

場
所
を
超
え

て
つ
な
ぐ　

今
こ

そ
つ
な
が
ろ
う
神

撫
の
魂こ

こ
ろ
」
を
体
現
。

芸
人
兼
記
者
お
し

ど
り
マ
コ
さ
ん
の

声
援
、
芦
屋
姿
勢

塾
松
岡
裕
美
さ
ん

の
姿
勢
講
座
、
商

店
街
を
通
り
高
校

ま
で
の
通
学
路
の

映
像
を
堪
能
し
な

が
ら
、「
ナ
ガ
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
～

１
０
年
後
の
き
み

へ
の
手
紙
」
の
開
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○同郷会

○同窓会

播磨

関東加東応援団

東京相生会

東京明石会

東京加西会

東京西脇多可の会

東京たつの懇話会

東京あこうのつどい

但馬

東京あさご会

東京香住会

東京但馬会

東京美方会

東京養父市会（やぶらぶ東京）

丹波
関東氷上郷友会

多紀郷友会

淡路 東京淡路会

播磨

龍野高校同窓会関東支部

東京宍粟会（山崎高校）

東京自彊会（明石中学・明石高校）

東京淳心会（淳心学院高校）

東京白陵会（白陵高校）

東生会東京支部（姫路東高校）

東洋会関東支部（東洋大学附属姫路高校）  

白城会東京支部（姫路西高校）

神戸大学附属明石中学校同窓会
（ユーカリ会）東京支部

但馬

入佐会東京支部（出石高校）

関東橘友会（浜坂高校）

関東銀嶺会（生野高校）

東京達徳会（豊岡高校）

東京八高会（八鹿高校）

丹波
篠山鳳鳴同窓会関東支部（篠山鳳鳴高校）

柏陵同窓会東京支部（柏原高校）

淡路
津名高校同窓会東京支部

ゆづるは会（淡路三原高校同窓会東京支部）

神戸

神戸高校同窓会東京支部

神戸大学東京六甲クラブ

親蔦会首都圏会（夢野台高校）

神撫会東京支部（長田高校）

瀧川学園同窓会東京支部

東京甲南会

東京神商会（神戸商業高校）

東京武陽会（兵庫高校）

阪神

あしかび会関東支部（芦屋高校）

関西学院同窓会東京支部

関東緑窓会（伊丹中学、高女、高校）

三田学園同窓会東京支部

播磨

赤穂高校同窓会関東支部

鶏鳳北同窓会関東支部
（龍野実業・新宮・龍野北高校）

尚友会関東地区（社高校、高女）

清流会東京支部（加古川東高校）

蜻蛉会東京支部（小野高校）

※掲載団体は、県人会で把握している団体のうち、「掲載可」と回答のあった団体です。（令和４年８月現在）
　ここに掲載されていない団体で、掲載を希望される団体は、県人会事務局までお知らせください。
 TEL.03-5212-9040　E-Mail：info@hyogo-kenjinkai.jp

首都圏における兵庫県関係の同郷会、同窓会等一覧
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人

ひ
ょ
う
ご

わ
れ
ら

がんばる

同郷会･同窓会の

世話役のご紹介

関西学院同窓会東京支部関西学院同窓会東京支部

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
首
都
圏
で
同
郷
会
や
同
窓
会
の
世
話
役
を
さ
れ
て
い
る
方
の
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
関
西
学
院
同
窓
会
東
京
支
部
　
支
部
長
　
谷
口
　
義
弘
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Profile

　　谷口　義弘（たにぐち　よしひろ）
1953年９月生まれ　兵庫県西宮市出身　
関西学院中学部・高等部・大学商学部卒業
1976年４月　伊藤忠商事株式会社入社　カナダ、米国、
ニュージーランド計15年駐在
2014年９月　リタイア、アメリカンフットボールコーチ
2021年４月　関西学院同窓会東京支部　支部長

　
関
西
学
院
同
窓
会
は
関
西
学
院
初
等
部
・
系
列
中
高
校
・
短
大
・

　
関
西
学
院
同
窓
会
は
関
西
学
院
初
等
部
・
系
列
中
高
校
・
短
大
・

大
学
・
大
学
院
卒
業
生
が
全
て
会
員
と
な
り
ま
す
。
首
都
圏
で
働

大
学
・
大
学
院
卒
業
生
が
全
て
会
員
と
な
り
ま
す
。
首
都
圏
で
働

く
同
窓
が
年
々
増
え
る
中
で
、
東
京
支
部
は
規
模
や
活
動
内
容
で

く
同
窓
が
年
々
増
え
る
中
で
、
東
京
支
部
は
規
模
や
活
動
内
容
で

も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

概
要

　
東
京
支
部
は
首
都
圏
在
住
同
窓
生
の
組
織
と
し
て
１
９
０
３
年

　
東
京
支
部
は
首
都
圏
在
住
同
窓
生
の
組
織
と
し
て
１
９
０
３
年

創
設
、
今
年
で
１
２
０
年
目
に
な
り
、
非
常
に
歴
史
あ
る
支
部
で

創
設
、
今
年
で
１
２
０
年
目
に
な
り
、
非
常
に
歴
史
あ
る
支
部
で

す
。
会
員
数
約
１
７
０
０
名
、
ま
た
そ
の
規
模
の
大
き
さ
だ
け
で

す
。
会
員
数
約
１
７
０
０
名
、
ま
た
そ
の
規
模
の
大
き
さ
だ
け
で

な
く
、
活
動
が
交
流
・
啓
発
・
学
び
等
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
関

な
く
、
活
動
が
交
流
・
啓
発
・
学
び
等
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
関

西
学
院
同
窓
会
の
国
内

西
学
院
同
窓
会
の
国
内
9191
支
部
・
海
外

支
部
・
海
外
2929
支
部
の
中
で
も
非
常
に

支
部
の
中
で
も
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
同
窓
会
本
部
“
銀
座
オ
フ
ィ
ス
”
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
に
活
動
し

　
同
窓
会
本
部
“
銀
座
オ
フ
ィ
ス
”
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
活
動
は
総
会
と
し
て
幹
事
会
（
春
、

て
い
ま
す
。
活
動
は
総
会
と
し
て
幹
事
会
（
春
、
6060

－－

7070
名
、
予

名
、
予

決
算・そ
の
他
重
要
事
項
承
認
等
）、「
Ｋ
．
Ｇ
．
Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
フ
ェ

決
算・そ
の
他
重
要
事
項
承
認
等
）、「
Ｋ
．
Ｇ
．
Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
フ
ェ

ス
タ
」（
夏
、
３
０
０

ス
タ
」（
夏
、
３
０
０

－－

３
５
０
名
、
来
賓
挨
拶
・
活
動
報
告
・

３
５
０
名
、
来
賓
挨
拶
・
活
動
報
告
・

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
・
会
食
等
）
開
催
、
広
報
と
し
て
「
機
関
紙

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
・
会
食
等
）
開
催
、
広
報
と
し
て
「
機
関
紙

コ
パ
ン
」
発
行
（

コ
パ
ン
」
発
行
（
2424
ペ
ー
ジ
）、
年
一
回
「
月
間
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ

ペ
ー
ジ
）、
年
一
回
「
月
間
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ

ン
配
信
」、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
交
流
と
し
て
「
サ
ー
ク
ル
」

ン
配
信
」、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
交
流
と
し
て
「
サ
ー
ク
ル
」

計計
2525
（
延
べ
７
５
０
名
登
録
）、「
学
年
会
」（
１
９
６
３
～

（
延
べ
７
５
０
名
登
録
）、「
学
年
会
」（
１
９
６
３
～

１
９
８
２
年
卒

１
９
８
２
年
卒

業
、
計

業
、
計
2020
学学

年
）、「
卒
後

年
）、「
卒
後
2020

／／
3030
年
交
流

年
交
流

会
」、
啓
発
の

会
」、
啓
発
の

場
と
し
て
月
例

場
と
し
て
月
例

の「
三
日
月
会
」

の「
三
日
月
会
」

（（
3030

－－

4040
名
、
名
、

講
演
）、「
Ｓ
Ｄ

講
演
）、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
イ
ベ
ン
ト
」

Ｇ
ｓ
イ
ベ
ン
ト
」

（
講
演
中
心
、

（
講
演
中
心
、

年
２
年
２
／／
３
回
）、

３
回
）、

学
び
の
場
と
し

学
び
の
場
と
し

て
「
シ
ニ
ア
マ

て
「
シ
ニ
ア
マ

K.G.Tokyoフェスタ2022 オンライン配信 スタッフ
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人

ひ
ょ
う
ご

わ
れ
ら

がんばる

同郷会･同窓会の

世話役のご紹介

ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」

ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」

（（
4545
～～
6060
歳
、
歳
、

1515
名
、
経
営
塾
、

名
、
経
営
塾
、

年
９
回
）、「
Ｋ
．

年
９
回
）、「
Ｋ
．

Ｇ
．
ラ
ー
ニ
ン

Ｇ
．
ラ
ー
ニ
ン

グ
」（
グ
」（
3030
／／
4040

歳
代
、

歳
代
、
2020

－－

3535

名
、
勉
強
会
、

名
、
勉
強
会
、

年
３
回
）
等
で

年
３
回
）
等
で

す
。
こ
れ
ら
多

す
。
こ
れ
ら
多

彩
な
活
動
を
支

彩
な
活
動
を
支

部
長
・
事
務
局

部
長
・
事
務
局

長・副
支
部
長・

長・副
支
部
長・

監
事
計

監
事
計
1111
名
、
名
、

常
任
幹
事

常
任
幹
事
1515
名
、
サ
ー
ク
ル
代
表
幹
事

名
、
サ
ー
ク
ル
代
表
幹
事
2525
名
、
学
年
会
代
表
幹
事

名
、
学
年
会
代
表
幹
事

2020
名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２
１
年
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と

が
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
０
２
１
年
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と

リ
ア
ル
を
有
効
的
に
活
用
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
・
啓
発
・
学

リ
ア
ル
を
有
効
的
に
活
用
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
・
啓
発
・
学

び
等
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
活
動

び
等
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
活
動

と
し
て
は
リ
ア
ル
で
対
面
し
、
気
兼
ね
な
く
会
食
も
出
来
る
時
が

と
し
て
は
リ
ア
ル
で
対
面
し
、
気
兼
ね
な
く
会
食
も
出
来
る
時
が

待
た
れ
ま
す
。

待
た
れ
ま
す
。

私
が
同
窓
会
活
動
に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け

　
２
０
０
１
年
に
当
時
の
東
京
支
部
長
よ
り
、
学
び
の
場
“
三
日

　
２
０
０
１
年
に
当
時
の
東
京
支
部
長
よ
り
、
学
び
の
場
“
三
日

月
塾
”（
現
在
、
関
西
学
院
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
立
ち
上
げ
サ

月
塾
”（
現
在
、
関
西
学
院
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
立
ち
上
げ
サ

ポ
ー
ト
依
頼
を
受
け
、
創
設
に
参
画
し
た
の
が
同
窓
会
活
動
の

ポ
ー
ト
依
頼
を
受
け
、
創
設
に
参
画
し
た
の
が
同
窓
会
活
動
の

き
っ
か
け
で
す
。
翌
２
０
０
２
年
に
は
第
一
期
三
日
月
塾
塾
生
と

き
っ
か
け
で
す
。
翌
２
０
０
２
年
に
は
第
一
期
三
日
月
塾
塾
生
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
三
日
月
塾
第
一
期
・
二
期
は
副
塾
長
と
し

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
三
日
月
塾
第
一
期
・
二
期
は
副
塾
長
と
し

て
参
加
し
、
同
支
部
長
よ
り
の
要
請
で
２
０
０
４
年
新
月
塾
（
現

て
参
加
し
、
同
支
部
長
よ
り
の
要
請
で
２
０
０
４
年
新
月
塾
（
現

在
、
関
西
学
院
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
創
設
し
同
塾
長
を
二
期
務

在
、
関
西
学
院
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
創
設
し
同
塾
長
を
二
期
務

め
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
で
の
思
い
出

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
西
宮
市
で
す
。
当
時
は
ま
だ
ま
だ
田
ん
ぼ
や

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
西
宮
市
で
す
。
当
時
は
ま
だ
ま
だ
田
ん
ぼ
や

畑
が
残
っ
て
お
り
、
近
所
の
空
き
地
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
毎
年

畑
が
残
っ
て
お
り
、
近
所
の
空
き
地
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
毎
年

夏
に
は
香
櫨
園

夏
に
は
香
櫨
園

の
浜
で
泳
ぎ
、

の
浜
で
泳
ぎ
、

夙
川
で
も
よ
く

夙
川
で
も
よ
く

遊
び
ま
し
た
。

遊
び
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
、

何
と
言
っ
て
も
、

１
９
６
６
年
、

１
９
６
６
年
、

関
西
学
院
中
学

関
西
学
院
中
学

部
入
学
以
来
、

部
入
学
以
来
、

高
等
部
、
大
学

高
等
部
、
大
学

と
関
西
学
院
で

と
関
西
学
院
で

1010
年
間
タ
ッ

年
間
タ
ッ

チ
・
ア
メ
リ
カ

チ
・
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
熱
中
し
た

ル
に
熱
中
し
た

の
が
最
も
印
象

の
が
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
大
学
日
本
一
決
勝
戦
で
あ
る
甲
子
園
ボ
ウ
ル

に
残
っ
て
い
ま
す
。
大
学
日
本
一
決
勝
戦
で
あ
る
甲
子
園
ボ
ウ
ル

出
場
に
も
４
回
出
場
し
て
、
３
年
連
続
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
も

出
場
に
も
４
回
出
場
し
て
、
３
年
連
続
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
も

大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
学
院
同
窓
会
東
京
支
部
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

先
輩
達
よ
り
素
晴
ら
し
い
東
京
支
部
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

先
輩
達
よ
り
素
晴
ら
し
い
東
京
支
部
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

我
々
、
支
部
役
員
は
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
効
率
的
に
」
を
モ
ッ

我
々
、
支
部
役
員
は
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
効
率
的
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、「
懇
親
、
母
校
へ
の
貢
献
、
社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的

ト
ー
に
、「
懇
親
、
母
校
へ
の
貢
献
、
社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的

と
し
て
活
動
し
、「
明
る
く
、
楽
し
く
、
ま
た
参
加
し
た
く
な
る

と
し
て
活
動
し
、「
明
る
く
、
楽
し
く
、
ま
た
参
加
し
た
く
な
る

イ
ベ
ン
ト
」
の
提
供
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
全
世
代

イ
ベ
ン
ト
」
の
提
供
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
全
世
代

が
明
る
く
楽
し
く
活
動
す
る
」
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

が
明
る
く
楽
し
く
活
動
す
る
」
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
東
京
支
部
を
更
に
良
き
も
の
に
し
て
、
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い

し
て
東
京
支
部
を
更
に
良
き
も
の
に
し
て
、
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

◦連絡先
関西学院同窓会　東京支部

104-0061
東京都中央区銀座３丁目10-９
KEC銀座ビル ７階
03-6260-6277
http://www.kg-tokyo.com/blog/

卒後20年交流会2022

シニアマネジメント塾2021

サークル Tokyo Walking Club  迎賓館
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「
ひ
ょ
う
ご
の
特
産
品
」
通
販
サ
イ
ト
は

　
　
　
兵
庫
県
庁
内
に
事
務
所
を
設
置
す
る

　
　
　
　
　
兵
庫
県
物
産
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
兵
庫
の
味

・
物
産
を
ご
自
宅
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
地
直
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

「
ひ
ょ
う
ご
の
特
産
品
」
通
販
サ
イ
ト
は

　
　
　
兵
庫
県
庁
内
に
事
務
所
を
設
置
す
る

　
　
　
　
　
兵
庫
県
物
産
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
兵
庫
の
味

・
物
産
を
ご
自
宅
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
地
直
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

お
い
し
い

ひ
ょ
う
ご
の

特
産
品

お
い
し
い

ひ
ょ
う
ご
の

特
産
品

大口注文をご検討のお客様へ　＼ 納期・予算等ご相談承ります。お気軽にご連絡ください。／ 
（公社）兵庫県物産協会　℡︓078-361-8751　 9:00 ～ 17:00( 土・日・祝定休 )
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充実の企業立地支援制度
分譲価格 最大3割引！

兵庫県の地域創生に取り組む「地域創生割引制度（２０％、他
の制度と併せて最大３０％割引）」や、産業立地条例に基づく税
軽減や設備補助等の立地促進制度などにより、企業の皆様の
立地を支援します。

・本州と四国を結ぶ交通の要衝、公共岸壁を完備
・「あわじ環境未来島構想」を淡路島全域で推進
・明石海峡大橋ETC車料金大幅値下げ

・大型放射光施設(SPring-8)、X線自由電子レーザーSACLAなど
世界最先端の科学技術施設が立地
・高度研究機関が連携して企業の研究開発を支援
・固い地盤と低い地震発生率による高い安全性
・山陽自動車道に加え、令和４年３月から中国自動車道直結で
交通アクセスが向上

HPで最新の情報を更新中！

兵庫県企業庁産業用地 検索

お問い合わせ 兵庫県企業庁 企業誘致課 TEL  078-362-4326

淡路津名地区

播播磨磨科科学学公公園園都都市市

淡淡路路津津名名地地区区

播磨科学公園都市

32 ふるさとひょうご144号（令和４年10月発行）
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俳
句
サ
ロ
ン

俳
句
サ
ロ
ン「
道 

草
」通
信

神
の
山
二
つ
に
割
り
て
滝
落
つ
る

萬
緑
や
紅
一
点
の
花
な
あ
に

悠
々
と
微そ
よ
か
ぜ風

に
乗
る
鬼お

に
や
ん
ま

蜻
蜒

踏
ん
張
つ
て
さ
て
何
処
へ
跳
ぶ
雨
蛙

友と
も

幾い
く
た
り人

草
葉
の
陰
や
天
の
川

玄
関
に
そ
つ
と
置
か
れ
た
る
実
梅
か
な

甘
酒
や
床
几
に
並
ぶ
友
二
人

万
緑
や
み
な
透
き
と
お
る
雨
上
が
り

雷
鳴
や
入
鹿
首
塚
怒
る
如

万
緑
に
文
明
漬
け
の
灰
汁
を
抜
き

夕
映
や
な
ほ
色
染
め
て
酔
芙
蓉

　

毎
月
適
切
な
兼
題
を
提
示
し
て
下
さ
る
坂
上
ま
さ
あ
き
さ
ん

は
、
選
ん
だ
季
題
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
解
説
を
提
供
し
て
下
さ

い
ま
す
。
句
に
向
か
う
者
に
は
大
変
有
難
く
、
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
八
月
は
、
選
句
結
果
を
ま
と
め
て
下
さ
る
本
間
傘
吉
さ

ん
の
ご
提
案
で
、
提
出
さ
れ
て
い
る
句
に
感
想
が
あ
れ
ば
、「
ひ

と
言
」
と
付
記
し
て
、
句
へ
の
批
評
や
意
見
具
申
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
ま
た
思
っ
た
以
上
に
好
評
で
あ
り
、
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
「
ひ
と
言
」
が
、
大
い
に
楽
し
み
で
す
。

　

せ
っ
か
く
五
月
と
六
月
に
は
人
形
町
で
の
句
会
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
第
七
波
コ
ロ
ナ
禍
の
来
襲
は
、
七
月
、
八
月
は
元
の

通
信
句
会
に
逆
戻
り
で
す
。
残
念
で
す
が
、
フ
リ
ー
で
人
形
町

に
集
ま
れ
る
日
々
を
待
ち
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
、
一
歩

一
歩
の
前
進
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

俳
句
サ
ロ
ン
「
道
草
」
芦
尾
白
然

「
あ
～
、
ひ
ま
わ
り
よ
！
」

太
田
一
光
（
颯
衣
）

　

暑
さ
に
滅
法
弱
い
私
は
毎
夏
山
中
湖
に
避
暑
に
出

か
け
ま
す
。
山
中
湖
よ
り
も
少
し
高
い
場
所
で
す
の

で
、
部
屋
の
中
は
東
京
よ
り
約
十
度
低
い
の
で
す
。

　

週
に
一
度
ほ
ど
の
買
い
出
し
、
た
ま
に
ゴ
ル
フ
、

自
宅
で
は
長
唄
の
自
主
ト
レ
で
声
を
出
し
、
後
は
二

つ
の
句
会
の
た
め
、
月
に
二
度
作
句
の
た
め
に
頭
を

使
う
と
い
う
程
度
で
す
。

　

週
に
一
度
ぐ
ら
い
の
ゴ
ル

フ
で
は
運
動
不
足
に
な
る
の

で
、
八
月
八
日
に
思
い
き
っ

て
、
近
く
の
「
花
の
都
公
園
」

に
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
夏
の
花
が
咲
き

乱
れ
、
と
て
も
き
れ
い
で
、

何
も
考
え
ず
に
バ
チ
バ
チ
と

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
帰
宅

し
た
と
こ
ろ
、
何
と
ひ
ま
わ

り
が
全
て
そ
っ
ぽ
を
向
い
て

お
り
ま
し
た
。
余
り
に
も
お

か
し
く
て
、
そ
こ
で
一
句
「
ひ
ま
わ
り
に
そ
っ
ぽ
向

か
れ
て
術
も
無
し
」
と
詠
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
数
日
後
私
の
誕
生
日
に
仲
良

し
の
ご
夫
妻
が
可
愛
い
お
花
を
持
参
し
て
お
祝
い

に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
何
と
そ
れ
も

「
ひ
ま
わ
り
」
で
し

た
。
ひ
ま
わ
り
に
一

喜
一
憂
し
た
数
日
で

し
た
。

　

第
二
次
岸
田
内
閣
の
門
出
と
い
う
の
に
、
何
人
か
の
与
党
議

員
と
さ
る
宗
教
団
体
と
の
こ
れ
ま
で
の
交
際
が
、
適
切
で
あ
っ

た
か
が
問
わ
れ
、
海
外
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
侵
攻
が

止
ま
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
の
ロ
シ
ア
非
難
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
三
年
目
に
入
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
夏
の
帰
郷
休
暇
を
無
制
限
フ
リ
ー
で
実
施
し
た
反

動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
解
決
の
こ
れ
ら
諸
問
題
の
帰
着

先
は
、
こ
の
会
報
が
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
届
く
十
月
に
は
、
私

た
ち
が
願
っ
て
い
る
方
向
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
祈
念
せ

ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
中
で
の
私
た
ち
の「
道
草
」句
会
で
す
。
前
号
の「
道

草
」
通
信
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
五
月
は
久
し
ぶ
り
に
人
形
町

に
集
ま
り
、
六
月
も
ま
た
人
形
町
で
新
し
い
形
の
句
会
を
楽
し

み
、
二
次
会
で
も
笑
顔
笑
顔
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。

　

今
回
ご
披
露
す
る
句
は
、
皆
さ
ま
が
六
月
、
七
月
、
八
月
に

詠
み
、
皆
さ
ま
が
選
ん
だ
句
で
す
。
面
白
い
句
が
揃
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
ご
高
覧
下
さ
い
。

紫
陽
花
の
色
や
青
紫
の
花
雫

天
の
川
今
夜
は
一
緒
に
飲
ん
で
く
れ

振
る
舞
ひ
の
甘
酒
に
若
衆
息
を
つ
く

我
が
夢
は
銀
河
の
下
の
大
の
字
よ

瓢
と
し
て
八
十
余
年
秋
の
来
る

（
芦
尾　

白
然
）

（　
　

〃　
　

）

（
太
田　

一
光
）

（　
　

〃　
　

）

（
君
塚　

明
峰
）

（　
　

〃　
　

）

（
久
保　

竹
里
）

（　
　

〃　
　

）

（
坂
上
ま
さ
あ
き
）

（　
　

〃　
　

）

（
伊
達　

瀬
音
）

（　
　

〃　
　

）

（
田
中　

空
雅
）

（　
　

〃　
　

）

（
本
間　

傘
吉
）

（　
　

〃　
　

）
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〒102-0072

ト
ラ
ッ
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生
活
と
経
済
の
ラ
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フ
ラ
イ
ン

く
ら
しhttp://w
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.hyotokyo.or.jp/
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一
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兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

東京兵庫県人会のご発展を祈念します
郷土各界名士 · 郷土経済界有志
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会員サロン会員サロン

　

今
年
の
年
末
に
は
台
湾
の
影
絵
『
竜
宮
城

物
語
』
を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
与
那
国
島
で

稽
古
し
横
浜
で
公
演
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
二

人
の
出
演
者
を
含
め
、
た
っ
た
の
４
人
で
舞

台
の
設
営
・
上
演
・
撤
去
を
行
え
る
小
規
模

の
作
品
で
す
。
大
人
と
子
供
が
一
緒
に
歴
史

を
知
り
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
得
る
作
品
で
す
。
ゆ
く
ゆ

く
は
こ
の
作
品
を
持
っ
て
、
兵
庫
の
色
ん
な

町
に
公
演
に
行
き
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
出

会
い
た
い
で
す
。

　

皆
様
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

兵
庫
県
人
会
の
皆
様　

こ
ん
に
ち
は
。

　

有
馬
中
学
→
鈴
蘭
台
高
校
→
京
産
大
→
北

京
→
香
港
→
東
京
→
時
々
イ
タ
リ
ア
、
台
湾

→
コ
ロ
ナ
で
東
京
…
と
定
ま
る
と
こ
ろ
な
く

活
動
し
て
お
り
ま
す
山
﨑
理
恵
子
と
申
し
ま

す
。

　

２
０
１
７
年
に
亜
細
亜
の
骨
と
い
う
演
劇

ユ
ニ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
、
主
に
は
台
湾
・
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
作
品
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
４
月

に
ユ
ニ
ッ
ト
の
法
人
化
を
行
い
ま
し
た
。
演

劇
劇
団
と
い
う
の
は
文
化
助
成
無
し
で
継
続

さ
せ
る
こ
と
は
大
変
難
し
く
、「
助
成
金
獲

得
の
た
め
に
と
り
あ
え
ず
法
人
化
し
と
く

か
！
」
と
軽
い
気
持
ち
で
行
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
し
て
み
る
と
や
は
り
継
続
さ
せ
な
き
ゃ

な
と
い
う
少
し
芯
の
あ
る
意
識
が
芽
生
え
て

き
ま
し
た
。

『竜宮城物語』に興味を持っていただいた方
は台湾華語版の動画をどうぞ。
風車マーク（設定）のところで調整すると
日本語字幕も見れます！

撮影：横田敦史

撮影：横田敦史

R i e k o  Ya m a z a k i

兵
庫
を
巡
る
夢
が

で
き
ま
し
た
！山

﨑
理
恵
子

神
戸
市
北
区
出
身

一
般
社
団
法
人 

亜
細
亜
の
骨
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⑴
テ
ー
マ

　

ご
自
由
に
設
定
く
だ
さ
い
。

※ 

例
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」
や
「
会

員
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
ほ
か
、

「
現
在
さ
れ
て
い
る
活
動
の
ご
紹
介
」、「
お

仕
事
や
趣
味
に
関
す
る
こ
と
」、「
ご
自
身

の
近
況
報
告
」
な
ど

⑵
字
数

　

４
０
０
〜
５
０
０
字
（
上
記
の
字
数
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。）

※ 

原
稿
に
は
、
必
ず
「
タ
イ
ト
ル
（
題
）」

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
お
名
前
（
ふ
り
が
な
付
き
）」、「
ご
出

身
地
（
例
：
神
戸
市
出
身
）」
の
ほ
か
、「
ご

所
属
（
例
：
兵
庫
株
式
会
社
）」
に
つ
い

て
も
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
ご
所
属
」
等
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
、
記
載
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
校
正
作
業
の
過
程
で
ご
投
稿
内

容
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ご
連
絡
先
（
携
帯

電
話
、
ご
自
宅
又
は
お
勤
め
先
の
電
話
番

号
）」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑶
写
真

　

顔
写
真
１
枚

※ 

お
写
真
は
、
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
写
真

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
プ
リ

ン
ト
の
場
合
は
、
裏
面
に
「
お
名
前
」
と

「
返
却
の
有
無
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

⑷
原
稿
の
締
切

　

次
号
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
（
Ｖ
ｏ
ｌ
．

１
４
５
）」
の
投
稿
分
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
12
月
９
日（
金
）ま
で
に
ご

投
稿
く
だ
さ
い
。

※ 
誌
面
の
関
係
上
等
で
次
号
に
掲
載
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
こ
ち
ら
か
ら
事
前
に

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸
問
い
合
わ
せ
・
原
稿
送
付
先

〒
１
０
２–

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２–

６–

３

　

都
道
府
県
会
館
13
階

　

兵
庫
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
兵
庫
県
人
会
事
務
局

�

担
当
：
久
貝

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
２

Ｅ–

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
：

　

info@
hyogo-kenjinkai.jp

※ 

メ
ー
ル
で
の
原
稿
提
出
が
可
能
な
場
合
は
、

ワ
ー
ド
文
書
又
は
メ
ー
ル
に
直
接
文
字

デ
ー
タ
を
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
な
ど
文

字
デ
ー
タ
を
こ
ち
ら
で
加
工
で
き
る
形
式

で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
間
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
会
員
サ
ロ
ン
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
に
際
し
て
の
留
意
点
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

「
会
員
サ
ロ
ン
」
へ
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

兵庫県
ひょうごの相談窓口
移住・仕事

有楽町駅徒歩3分！
「ふるさと回帰
　　支援センター」内
移住、仕事の相談は

カムバックひょうご東京センター
（ひょうご移住プラザ）

■移住相談
開館日 火・水・木・金・土・日（月・祝日除く）
10:00-18:00 ☎070-2646-9028

開館日 火・水・木・金・土・日（月・祝日除く）
10:00-18:00 ☎070-4000-1713

カムバックひょうごハローワーク

■就労相談

移 住

仕 事

東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8階
「ふるさと回帰支援センター」内
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尚志館だより尚志館だより
尚志館は、東京・渋谷に所在する、
兵庫県出身の学生向けの男子寮。

尚志館のOBは現在、政界・財界・法曹界・マスコミなどの
各分野において目覚ましい活躍をされています。
そんな尚志館の現役入寮生を紹介します！

尚志館は、東京・渋谷に所在する、
兵庫県出身の学生向けの男子寮。

尚志館のOBは現在、政界・財界・法曹界・マスコミなどの
各分野において目覚ましい活躍をされています。
そんな尚志館の現役入寮生を紹介します！

所在地：�東京都渋谷区代々木５丁目50番11号� �
（４階建て・延べ床面積524.31㎡）

連絡先：03－3466－1992（平日�13：00-17：00）
メール：aoyama@bizdesign.co.jp

　入寮対象者は、兵庫県居住者の子弟（男子のみ）で､ 首都圏
の大学に進学する者。明治８年（1875年）、旧篠山藩主直系 青
山忠誠氏が国家有用の人材養成のため、郷里の優秀な子弟を赤
坂の自邸に起居させたのが始まり。
　昭和32年８月、現所在地に新たな建物を建築するとともに、
入寮者の対象を多紀郡のみから兵庫県下全域に変更し、設置主
体の名称を「兵庫県育才会」、寮名を「兵庫県学生寮・尚志館」
とした。

①兵庫県（子供の頃）の思い出
　小学校の頃は、近所の大池と呼ばれる公園のような広場で野球をして遊んでい
ました。けっこう運動は得意な方でドッジボールや体を動かすことが好きでした。
ただし、リトルリーグに入るよりは小学校４年から中学受験のための塾通いをさ
せられました。僕のクラスメートたちも多くは受験組で、そうなると放課後の自
由な遊び時間は無くなっていきました。嫌だなと思うよりは、周囲もみんな同じ
ような環境だったので「遊びたいな」と思うような記憶はあまりなかったです。
②現在学んでいること
　一般教育課程の段階ですので、月曜から金曜まで朝の一限から五限まで目一杯
の32単位をひたすら受講しています。教職課程も選択する予定ですので大学４
年間は、かなりなハードスケジュールとなりそうです。やっていけるかなぁ（笑）
③将来の夢
　高等学校の英語の教員を目指しています。教育学部系を目指さなかった理
由は、文学部の方が周りに多様な価値観を持った学生がいるだろうと考えた
からです。確かに雑多な人たちが多くて、毎日が刺激的です。

松岡�浩次
西宮市出身
私立清風高校卒
明治大学�文学部（１年生）

井本�和樹
西宮市出身
私立灘高校
東京大学�理科Ⅰ類（１年生）

①兵庫県（子供の頃）の思い出
　小学生の頃は、サッカーとかのボール遊びをするよりは休み時間に本を読んでい
るような静かなタイプでした。そんな僕を見かねて担任の先生がトランプを教えて
くれました。それがすごく面白くて「確率」とか色々な興味を覚えました。周りの
友達は僕が難しい難関中学を受験することをそれとなく知っていたので、僕に学級
委員とか負担の掛かる役割をさせないように気を使っていました。でも担任の先生
は僕に給食係を担当させて、みんなが給食を食べ残さないように工夫するようにと
言いました。僕が勉強だけでなく、責任を持って何かことに当たるように仕向けて
くれたのです。とても暖かい配慮でした。僕は今でも先生に感謝しています。
②現在学んでいること
　月〜金でみっちりと講義を受けています。週に２回は放送研究会で活動しています。
また臨海セミナーでもアルバイトをやり始めたところです。しっかり単位は取ります。
③将来の夢
　東大１年生に、その質問は酷かもしれませんね（笑）できればアカデミアの
方向に進みたいですが、僕は閃きよりは努力型の人間です。目の前の努力を
積み重ねていくだけです。夢を追うよりは確実にやるべきことをこなします。
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ハロウィンジャンボ 
ハロウィンジャンボミニ
９月 21 日(水)同時発売

各 枚 円

発売期間 ９月 日 水 ～ 月 日 金

抽 選 日 月 日 金

「ハロウィンジャンボ」宝くじの収益金は、市町

の住みよいまちづくりに使われています！！

各都道府県の販売実績等に応じて交付されてい

ますので、ぜぜひひ兵兵庫庫県県内内のの宝宝くくじじ売売場場、、ままたた

はは、、イインンタターーネネッットトででおお買買いい求求めめくくだだささいい！！！！

■問合せ先：（公財）兵庫県市町村振興協会

☏

但馬空港推進協議会
但馬への旅は“飛行機”で！！
～ 楽ちん・速い・おトクな空の旅 ～

但馬地域の最新情報はこちら！

運行ダイヤ・
運賃助成
詳細はこちら⇒

ＪＡＬダイナミック
パッケージの詳細・
申込みはこちら ⇒

但馬

大阪(伊丹)
乗継

たじまる

東京
(羽田)

東京(羽田)⇔ ⇔但馬 最短約２時間1
大阪
（伊丹）
乗継

お正月！お盆！同窓会！
但馬への里帰りは運賃助成で超おトク！
但馬への旅行は
航空券＋宿泊のお得な
JALダイナミックパッケージで！
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氏　名 勤務先 勤務先住所 出身地 紹介者

大久保　晟冶 西脇市

平谷　光基 佐用町

清水　一慶

太田垣　政紀 有限会社青山但馬屋 107-0061　東京都港区北青山2-7-11 川崎　修

羽田　貴之 三田市

山田　周一郎 富士フィルムグローバルグラフィック
システムズ株式会社 106-0031　東京都港区西麻布2-26-30 加古川市 飯塚　浩彦

松本　健二 

大平　徳臣 オフィスナビ株式会社 101-0048　�東京都千代田区神田司町2-6� �
神田平沼ビル２F

畑　惠一郎 産経新聞東京本社

井上　享 厚生労働省 100-8916　東京都千代田区霞が関1-2-2 姫路市

熊谷　貢 Firenze　Sake株式会社 154-0024　�東京都世田谷区三軒茶屋2-10-14� �
昭和ビル102号 今後　元彦

※掲載をご承諾いただいた方（項目）のみを掲載しています。

令和４年5月16日から令和４年8月31日までの間に入会された方をご紹介します。
（勤務先・勤務先住所は入会申込時のものです。）新規会員のご紹介

東京兵庫県人会 会員募集中
首都圏にお住まいの兵庫を故郷とする皆さん ! !
兵庫にゆかりのある皆さん ! !
東京兵庫県人会でネットワークを広げませんか？

【主な活動】
○総会交流会（年１回）
○ふるさとひょうごふれあいセミナー（年３回）
○県人会会報誌「ふるさとひょうご」（年３回発行）

【新規ご入会のお問い合わせ】
事務局（兵庫県東京事務所）までお問い合わせください。
県人会の活動や入会案内については、ホームページにも掲載しています。ぜひ一度ご覧ください！

→ http://hyogo-kenjinkai.jp/ 
【年会費（年度単位：４月１日～３月31日）】　3,000円

兵庫県マスコット「はばタン」

【東京兵庫県人会】　会　長：池田　克彦（公益財団法人日本道路交通情報センター理事長）　会　員：約750名
　　　　　　　　　事務局：兵庫県東京事務所（TEL 03-5212-9040）

○「のののの会」（中堅・若手会員交流会・随時）
○「兵庫お酒の会」（随時）
○東京宝塚劇場公演鑑賞会の実施（年１回）
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アンテナショップ通信

日本橋室町　すもと館

すもと館ブレンド
すもと館オリジナルの香り
高いドリップコーヒー！
イートインで丁寧に淹れて
います。
350円（税込）

淡路島ばぁむ
淡路島産のたまご、牛乳、米粉など
で作ったバームクーヘン！
しっとり、ふんわりの
やさしい味です。
１個250円（税込）～

淡路島カレー	 700円（税込）
淡路島牛丼	 800円（税込）
釜揚しらす丼	 750円（税込）
生パスタボロネーゼ	 800円（税込）など

淡路島のたまねぎ販売中！
淡路島の大きくて甘い、たまねぎ
を産地直送で取りそろえていま
す！

完熟たまねぎジャンボ	 １個	250円（税込）
うしろ農園	たまねぎ	 	 ２個	390円（税込）
五斗長	たまねぎ	 	 ２個	380円（税込）
訳あり赤たまねぎ	 	 ２個	180円（税込）

髙木店長
幻の酒米「亀の尾」からつくられた日本酒「総
邌邌利」。芳醇かつクリアな味わいのお酒です。
イートインでもお試し価格で召し上がれます。
ぜひご来館ください。スタッフ一同、お待ちして
おります。　　

Instagram

〒103-0022
東京都中央区日本橋室町
４丁目４-３
喜助日本橋室町ビル１階
TEL ／03-6811-2272
FAX ／03-6811-2298
営業時間／10：30～19：30
（土日祝は18：30まで）
◦東京メトロ銀座線「三越前駅」
　A８出口 徒歩３分

島キッチン（イートイン）

壁には、洲本市
出身の漫画家、

藤堂裕さん

壁には、洲本市
出身の漫画家、

藤堂裕さん

から寄贈いただ
いたイラスト９枚

を掲示！

から寄贈いただ
いたイラスト９枚

を掲示！
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U5H（兵庫五国連邦）プロジェクトでは、
兵庫県（摂津（神戸・阪神）、播磨、但馬、丹波、淡路）の
地域性やふるさとの“あるある”ネタを漫画で紹介しています。

読者サロン読者サロン

今回は「播磨/丹波編」

【播磨】
えきそば
中華麺に和風だしという一見ミス
マッチな組み合わせのえきそばは
「食べたら姫路に帰ってきたんだな
あとしみじみ思う」という人も多
い、姫路のソウルフード。戦後、そ
ば粉とこんにゃく粉を混ぜたそば
を姫路駅で販売したのが始まりで、
その後伸びにくく腐りにくい、かん
すい入りの中華麺にたどりついたと
か。うどんなの？ラーメンなの？と
気になる方は、姫路駅ホームでレッ
ツトライ！

【丹波】
裏!?

問題：どんなアクションをします
か？　①「このプリント、裏にまわ
してー」　②「荷物、自転車の裏に
載せといて」　③「車を用意しまし
た。どうぞ、裏に乗ってください」
……丹波では「裏」＝「後ろ」。ど
うか③を間違えて、ミッション・イ
ンポシブルなことしないでください
ね。さて、ちなみに「丹波裏」とい
えば、畳床の最高級品だそう。なん
か、さすが丹波のブランド力！

画：もぐら

U5H
あなたの「あるある」投稿してください。
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播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道

【ひょうごの日本遺産】

　兵庫県中央部の播但地域。そこに姫路・飾磨港から生野鉱山へと南北一
直線に貫く “銀の馬車道”があります。さらに明延鉱山、中瀬鉱山へと“鉱
石の道”が続きます。
　わが国屈指の鉱山群をめざす全長73kmのこの道は、明治の面影を残す
宿場町を経て鉱山まちへ、さらに歩を進めると各鉱山の静謐とした坑道に
たどり着きます。
　近代化の始発点にして、この道の終着点となる鉱山群へと向かう旅は、
鉱山まちが放ついぶし銀の景観と生活の今昔に触れることができ、鉱物資
源大国日本の記憶へといざないます。

TEL 03-5212-9040

兵庫県但馬県民局地域政策室
地域づくり課

TEL：0796-26-3676
FAX：0796-23-1476

～ 資源大国日本の記憶をたどる73kmの轍 ～

生野鉱山の坑道

朝来市教育委員会文化財課
TEL：079-670-7330
FAX：079-670-7333

お問い合わせ先

ばん たん


